
ヘ
イ
ト
・
ス
ピ
ー
チ
の
害
悪
と
規
制
の
可
能
性
（
一
）

一
．
は
じ
め
に

二
．
表
現
の
有
害
性
と
内
容
中
立
性
原
則
の
射
程

1
．
見
解
中
立
性
原
則
と
表
現
の
害
悪

2
．
表
現
と
行
為
の
二
分
論

3
．
有
害
性
の
分
析
に
お
け
る
中
立
性
批
判

4
．
害
悪
評
価
の
視
座

ヘ
イ
ト
・
ス
ピ
ー
チ
の
害
悪

1
．
平
等
権
の
侵
害

2
．
沈
黙
効
果

3
．
礼
節
の
侵
害

4
。
集
団
的
名
誉
の
毀
損

5
．
精
神
的
害
悪

6
．
そ
の
他
の
害
悪

7
．
リ
ベ
ラ
ル
な
表
現
の
自
由
理
論
に
よ
る
害
悪
批
判

ー
ア
メ
リ
カ
の
諸
学
説
の
検
討
|
|
＇

ヘ
イ
ト
． 

ヘ
イ
ト
・
ク
ラ
イ
ム
の
規
制

3
．
民
事
的
救
済

4

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
規
制

2
 

四
広
範
な
刑
事
規
制
の
主
張

1
．
特
有
の

(sui
generis)

カ
テ
ゴ
リ
ー
と
し
て
の
規
制

2
．
集
団
的
名
誉
毀
損
の
規
制

3
．
価
値
の
低
い
表
現

(
l
o
w
v
a
l
u
e
 s
p
e
e
c
h
)

と
し
て
の
規
制

4
．

分

析

と

検

討

（

以

上

本

号

）

五
．
表
現
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
と
害
悪

1
．
面
前
の
ヘ
イ
ト
・
ス
ピ
ー
チ

2
．
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
構
成
す
る
ヘ
イ
ト
・
ス
ピ
ー
チ

3
．
分
析
と
検
討

六
．
謙
抑
的
か
つ
多
元
的
な
対
抗
手
段
の
可
能
性

1
．
フ
ァ
イ
テ
ィ
ン
グ
・
ワ
ー
ド
の
規
制

太
ホ

ス
ピ
ー
チ
の
害
悪
と
規
制
の
可
能
性

須 ＾ 五
ヽ

（
一
三
一
九
）

祐

治



由
で
そ
の
原
則
に
と
り
わ
け
鋭
い
緊
張
を
迫
る
と
言
え
る
。

5
．
そ
の
他
の
手
段

6
．
分
析
と
検
討

七
．
さ
ら
な
る
問
題

1
．
立
法
の
困
難

2
．
立
法
の
適
用
上
の
困
難

連
邦
最
高
裁
に
お
い
て
修
正
一
条
の
核
心
的
法
理
と
し
て
発
展
し
、

(
1
)
 

き
た
。

3
．
立
法
の
効
果
に
つ
い
て
の
疑
問

4
．
集
団
の
特
定
化
と
非
対
称
性
の
問
題

5
．
分
析
と
検
討

八

．

む

す

び

（
一
三
二

0
)

表
現
内
容
に
基
づ
く
規
制
を
敵
視
す
る
と
い
う
原
則
II
「
表
現
内
容
中
立
性
原
則

(content
neutrality principle)
」
は
ア
メ
リ
カ

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
表
現
の
自
由
保
護
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て

日
本
国
憲
法
ニ
―
条
が
同
様
の
原
則
を
内
包
し
て
い
る
か
ど
う
か
は
必
ず
し
も
明
ら
か
で
な
い
。
し
か
し
、
わ
が
国
の
憲
法
ニ
―
条
も

少
な
く
と
も
修
正
一
条
と
同
様
に
内
容
に
基
づ
く
規
制
を
敵
視
し
て
い
る
と
は
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
た
と
え
ば
松
井
茂
記
教
授
は
日

本
国
憲
法
ニ
―
条
の
表
現
の
自
由
保
障
に
つ
い
て
論
じ
る
文
脈
の
中
で
次
の
よ
う
に
言
う
。
「
表
現
の
自
由
保
障
の
中
核
的
機
能
は
、
政

府
が
表
現
内
容
に
つ
い
て
判
断
を
加
え
る
こ
と
を
原
則
と
し
て
禁
止
す
る
点
に
あ
る
…
…
。
政
府
が
一
定
の
表
現
を
虚
偽
で
あ
る
と
か
、

価
値
が
な
い
と
か
、
あ
る
い
は
危
険
だ
と
し
て
制
約
し
よ
う
と
す
る
場
合
、
そ
れ
が
恣
意
的
な
制
約
と
な
る
危
険
性
が
と
り
わ
け
高
い
」
。

有
害
な
表
現
の
規
制
は
表
現
の
内
容
に
着
目
し
た
規
制
で
あ
る
が
ゆ
え
、
表
現
内
容
中
立
性
原
則
と
の
関
係
で
常
に
鋭
い
緊
張
関
係
を

生
じ
さ
せ
る
が
、
人
種
、
民
族
、
宗
教
等
に
基
づ
い
て
認
識
さ
れ
る
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
を
誹
謗
す
る
差
別
的
表
現
は
、
以
下
の
二
つ
の
理

は

じ

め

に

関
法
第
五
三
巻
六
号

五
四



ヘ
イ
ト
・
ス
ピ
ー
チ
の
害
悪
と
規
制
の
可
能
性
(
-
)

第
二
に
、
見
解
の
押
し
付
け
と
い
う
許
容
し
が
た
い
結
果
を
避
け
る
た
め
に
は
、
規
制
の
対
象
と
な
る
ほ
ど
十
分
に
有
害
な
差
別
的
表

現
を
同
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
そ
れ
は
さ
ほ
ど
容
易
で
は
な
い
と
言
え
る
。
差
別
的
表
現
は
反
政
府
的
表
現
と
違
っ
て
、
通
常
、

私
人
に
よ
っ
て
私
人
に
対
し
て
向
け
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
を
規
制
す
る
こ
と
は
国
家
に
よ
る
私
人
対
私
人
の
争
い
へ
の
介
入
で
あ

り
、
国
家
か
ら
の
自
由
で
な
く
、
国
家
に
よ
る
自
由
の
実
現
で
あ
る
が
ゆ
え
、
有
害
な
差
別
的
表
現
を
同
定
す
る
際
に
国
家
権
力
に
向
け

(
5
)
 

ら
れ
た
表
現
と
は
異
な
っ
た
考
慮
が
必
要
と
な
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
差
別
的
表
現
の
生
み
出
す
害
悪
は
ま
さ
に
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
の
平

等
を
侵
す
と
い
う
点
に
あ
る
が
、
人
種
、
民
族
、
宗
教
等
に
基
づ
い
て
認
識
さ
れ
る
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
の
平
等
侵
害
と
い
う
害
悪
は
一
義

的
で
は
な
く
、
多
面
的
な
考
慮
が
求
め
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
国
家
が
有
害
な
表
現
を
同
定
す
る
と
き
、
表
現
価
値
と
い
う
観
点
を
導
入
し

(
6
)
 

た
上
で
、
よ
り
価
値
の
低
い
表
現
を
見
出
す
と
い
う
こ
と
は
可
能
で
あ
る
か
ど
う
か
が
問
題
に
な
る
。

わ
が
国
に
お
い
て
は
、
差
別
的
表
現
規
制
全
面
違
憲
論
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
ず
、
規
制
に
極
め
て
消
極
的
な
見
解
で
す
ら
、
限
定
的
に

―
つ
の
正
し
い
見
解
の
押
し
付
け
と
な
り
う
る
の
で
あ
る
。

五
五

第
一
に
、
差
別
的
表
現
は
表
現
内
容
中
立
性
原
則
の
核
に
あ
る
見
解
中
立
性

(
v
i
e
w
p
o
i
n
t
neutrality) 
の
原
則
（
国
家
は
特
定
の
見

解
を
差
別
し
て
は
な
ら
な
い
と
す
る
原
則
）
に
緊
張
を
迫
る
も
の
で
あ
る
。
人
種
、
民
族
、
宗
教
等
に
基
づ
い
て
認
識
さ
れ
る
マ
イ
ノ
リ

テ
ィ
ー
の
平
等
と
い
う
ト
ピ
ッ
ク
は
か
な
り
論
争
的
で
あ
り
、
そ
れ
ら
の
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
を
誹
謗
す
る
表
現
の
規
制
は
し
ば
し
ば
政
治

的
に
争
い
の
あ
る
内
容
に
関
わ
る
。
ま
た
、
た
と
え
ば
一
部
の
人
種
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
を
誹
謗
す
る
よ
う
な
表
現
の
み
を
規
制
の
対
象

に
選
び
出
す
こ
と
は
、
有
る
特
定
の
人
種
集
団
に
属
す
る
人
々
を
優
遇
す
る
ア
フ
ァ
ー
マ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン

と
特
徴
付
け
ら
れ
る
可
能
性
も
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
差
別
的
表
現
の
規
制
は
見
解
中
立
性
の
要
請
と
の
深
刻
な
緊
張
関
係
を
生
じ
さ
せ
る

(
4
)
 

の
で
あ
る
。
人
種
、
民
族
、
宗
教
等
に
基
づ
い
て
認
識
さ
れ
る
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
の
平
等
の
あ
り
方
は
論
争
的
で
あ
る
が
ゆ
え
、
規
制
は

（
一
三
ニ
―
)

．

）

 

(affirmative a
c
t
i
o
n 



規
制
の
余
地
を
認
め
て
い
る
が
、
表
現
内
容
中
立
性
原
則
を
前
提
に
す
れ
ば
、
比
較
的
広
い
規
制
を
合
憲
と
す
る
説
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

(
7
)
 

か
な
り
限
ら
れ
た
規
制
の
提
案
で
す
ら
、
原
理
的
に
一
貫
し
た
説
明
を
前
提
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
、
わ
が
国

(
8
)
 

に
お
け
る
学
説
が
そ
の
よ
う
な
説
明
を
十
分
に
提
供
し
て
き
た
と
は
言
え
な
い
。

そ
れ
ゆ
え
、
わ
が
国
に
お
い
て
、
「
差
別
的
表
現
規
制
の
問
題
が
…
…
基
本
的
な
原
理
の
レ
ヴ
ェ
ル
に
関
わ
る
ど
ぎ
つ
い
選
択
を
迫
る

問
題
で
あ
る
こ
と
が
意
識
さ
れ
ず
に
、
表
現
の
自
由
と
い
う
諸
々
の
自
由
の
中
の
ひ
と
つ
の
自
由
に
関
わ
る
、
し
か
も
表
現
の
自
由
の
特

(
9
)
 

定
の
ト
ピ
ッ
ク
と
し
て
し
か
意
識
さ
れ
て
い
な
い
」
と
い
う
指
摘
を
真
摯
に
受
け
と
め
、
表
現
内
容
中
立
性
原
則
を
踏
ま
え
た
差
別
的
表

現
規
制
論
を
展
開
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。
と
り
わ
け
、
差
別
的
表
現
の
有
害
性
を
明
ら
か
に
し
て
中
立
性
の
例
外
を
い
か
な
る
範

囲
で
認
め
る
か
と
い
う
問
い
に
対
す
る
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

制
の
可
能
性
に
つ
い
て
の
議
論
を
吟
味
す
る
も
の
で
あ
る
。
二
で
は
、
表
現
の
有
害
性
と
内
容
中
立
性
原
則
の
射
程
を
論
じ
る
。
表
現
内

容
中
立
性
の
要
請
は
絶
対
的
な
も
の
で
あ
る
の
か
、
あ
る
い
は
有
害
な
表
現
の
規
制
を
許
す
も
の
で
あ
る
の
か
、
そ
う
で
あ
る
と
す
れ
ば

い
か
な
る
程
度
に
お
い
て
な
の
か
を
考
え
る
。
三
で
は
、
表
現
内
容
中
立
性
原
則
に
例
外
を
生
む
こ
と
を
正
当
化
す
る
根
拠
と
さ
れ
う
る
、

ヘ
イ
ト
・
ス
ピ
ー
チ
の
害
悪
を
検
討
す
る
。
そ
し
て
四
で
は
、
そ
の
よ
う
な
ヘ
イ
ト
・
ス
ピ
ー
チ
の
害
悪
を
意
識
し
て
展
開
さ
れ
た
刑
事

規
制
の
提
案
を
検
討
す
る
。
五
に
お
い
て
は
、
よ
り
限
定
さ
れ
た
コ
ン
テ
ク
ス
ト
に
お
け
る
ヘ
イ
ト
・
ス
ピ
ー
チ
の
害
悪
を
検
討
す
る
。

六
で
は
、
そ
の
よ
う
な
限
定
さ
れ
た
コ
ン
テ
ク
ス
ト
に
お
け
る
害
悪
に
向
け
ら
れ
た
、
よ
り
謙
抑
的
な
規
制
の
提
案
に
つ
い
て
の
議
論
を

追
い
、
分
析
と
検
討
を
試
み
る
。
七
に
お
い
て
、
法
規
制
全
般
に
つ
き
ま
と
う
さ
ら
な
る
諸
問
題
に
つ
い
て
の
指
摘
を
紹
介
す
る
。
最
後

に
八
に
お
い
て
、

本
稿
は
、
主
に
ア
メ
リ
カ
の
ヘ
イ
ト
・
ス
ピ
ー
チ

関
法
第
五
三
巻
六
号

（
一
三
二
二
）

(
h
a
t
e
 s
p
e
e
c
h
)

に
関
す
る
学
説
を
素
材
に
し
て
、
差
別
的
表
現
の
有
害
性
と
規

ア
メ
リ
カ
の
ヘ
イ
ト
・
ス
ピ
ー
チ
規
制
に
関
す
る
主
な
学
説
の
立
場
を
ま
と
め
た
上
で
、
「
特
殊
な
国
」
ア
メ
リ
カ
の

五
六



ヘ
イ
ト
・
ス
ピ
ー
チ
の
害
悪
と
規
制
の
可
能
性
(
-
)

1
．
見
解
中
立
性
原
則
と
表
現
の
害
悪

二
．
表
現
の
有
害
性
と
内
容
中
立
性
原
則
の
射
程

五
七

(
1
)

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
表
現
内
容
中
立
性
原
則
の
展
開
に
つ
き
、
拙
稿
「
表
現
の
自
由
保
障
に
お
け
る
内
容
中
立
性
原
則

(
C
o
n
t
e
n
t
N
e
u
t
r
a
l奮

ity 
Principle)

の
一
考
察
|
|
l
ア
メ
リ
カ
の
判
例
・
学
説
を
素
材
と
し
て
ー
ー
|
」
法
学
ジ
ャ
ー
ナ
ル
（
関
西
大
学
大
学
院
）
七
四
号
四
七
五
頁

（二

0
0
三
）
参
照
。

(
2
)

松
井
茂
記
『
日
本
国
憲
法
』
[
第
二
版
]
四
孟
四
頁
(
有
斐
閣
、
二

O
O
二）

0

(
3
)

安
西
文
雄
「
ヘ
イ
ト
・
ス
ピ
ー
チ
規
制
と
表
現
の
自
由
」
立
教
法
学
五
九
号
三
ー
四
頁
（
二

0
0
-
）
参
照
。

(
4
)
阪
口
正
二
郎
「
差
別
的
表
現
規
制
が
迫
る
選
択
ー
—
ー
合
衆
国
に
お
け
る
議
論
を
読
む
ー
~
」
法
と
民
主
主
義
二
八
九
号
四
三
頁
(
-
九
九
四
）

参
照
。

(
5
)

同
上
四
二

i
四
三
頁
参
照
。

(
6
)

同
上
四
三
ー
四
四
頁
参
照
。

(
7
)

拙
稿
「
ヘ
イ
ト
・
ス
ピ
ー
チ

(
h
a
t
e
s
p
e
e
c
h
)

の
規
制
と
表
現
の
自
由
ー
|
'
『
内
容
中
立
性
原
則

(
c
o
n
t
e
n
t
neutrality principle)
』
の
射

程
ー
~
」
関
西
大
学
法
学
論
集
五0
巻
六
号
二
四
五
頁
（
二
0
0
1
)
参
照
。

(
8
)

同
上
二
六
九
ー
ニ
七
0
頁
参
照
。

(
9
)
阪
口
•
前
掲
註

(
4
)四
四
頁
。

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
連
邦
最
高
裁
が
、
特
定
の
表
現
が
有
害
で
あ
る
が
ゆ
え
に
規
制
を
認
め
、
表
現
内
容
中
立
性
原
則
の
例
外
を
ア
ド
・

ホ
ッ
ク
に
認
め
る
と
い
う
手
法
を
と
る
こ
と
は
な
い
。
保
護
さ
れ
る
表
現
に
つ
い
て
は
厳
格
審
査
を
通
過
す
る
場
合
に
限
っ
て
規
制
を
認

め
、
保
護
さ
れ
な
い
表
現
に
つ
い
て
は
あ
ら
か
じ
め
定
義
さ
れ
た
テ
ス
ト
を
通
過
す
る
場
合
に
限
っ
て
規
制
を
認
め
て
い
る
。
そ
の
よ
う

立
場
の
妥
当
性
に
つ
い
て
若
干
の
考
察
を
及
ぼ
す
。

（
一
三
二
三
）



護
さ
れ
な
い
表
現
に
分
類
さ
れ
る
フ
ァ
イ
テ
ィ
ン
グ
・
ワ
ー
ド

（
一
三
二
四
）

な
限
定
的
な
場
合
に
限
っ
て
内
容
差
別
的
規
制
が
認
め
ら
れ
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
規
制
が
許
容
さ
れ
る
根
拠
は
通
常
、
表
現
が
生
み
出
す

で
は
、
害
悪
に
基
づ
い
て
内
容
差
別
を
認
め
る
こ
と
は
理
論
的
に
可
能
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
点
、
保
護
さ
れ
な
い
表
現
に
つ
い
て

は
何
ら
か
の
内
容
差
別
的
規
制
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
争
い
が
な
い
が
、
そ
の
よ
う
な
規
制
が
見
解
差
別
に
至
る
こ
と
が
正
当
化

(
1
)
 

さ
れ
る
か
否
か
に
つ
い
て
争
い
が
あ
る
。
有
害
性
を
理
由
に
表
現
を
規
制
す
れ
ば
、
ほ
と
ん
ど
常
に
対
立
す
る
見
解
の
一
方
の
み
を
規
制

す
る
非
対
称
的
な
規
制
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
、
保
護
さ
れ
な
い
表
現
の
規
制
に
お
い
て
も
見
解
差
別
が
許
さ
れ
な
い
と
す
れ
ば
、
有
害

性
を
理
由
に
す
る
規
制
は
一
切
許
さ
れ
な
い
と
い
う
ラ
デ
ィ
カ
ル
な
立
場
に
至
る
こ
と
も
あ
り
う
る
。
そ
し
て
、

R
.
A
.
V. V嘩
C
i
t
y
o
f
 

(
2
)
 

St. 
P
a
u
l
は
一
見
そ
の
よ
う
な
ラ
デ
ィ
カ
ル
な
立
場
に
立
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。

R. A. 
V. 
判
決
の
法
廷
意
見
を
執
筆
し
た
ス
カ
ー
リ
ア
判
事
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
た
°
|
|
当
「
該
条
例
は
修
正
一
条
に
よ
っ
て
保

な
保
護
さ
れ
な
い
表
現
の
規
制
に
お
い
て
も
政
府
の
不
当
な
動
機
に
基
づ
く
内
容
差
別
を
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
し
、
規
制
は
単
な
る

内
容
差
別
を
越
え
て
見
解
差
別
に
ま
で
至
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
本
件
条
例
が
特
定
の
害
悪
に
向
け
ら
れ
て
い
る
と
の
意
見
は
「
言
葉
の

(
3
)
 

遊
び

(
w
o
r
d
p
l
a
y
)
」
で
あ
り
、
本
件
規
制
は
特
定
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
基
づ
く
規
制
に
す
ぎ
な
い
o
|_
_
 

し
か
し
、

カ
ジ
ノ
広
告
の
禁
止
や
テ
レ
ビ
に
お
け
る
タ
バ
コ
、

う
に
、
対
立
す
る
見
解
（
カ
ジ
ノ
反
対
の
広
告
、

タ
バ
コ
、

ア
ル
コ
ー
ル
反
対
の
広
告
、
違
法
な
製
品
・
活
動
反
対
の
広
告
）
は
規
制
さ

れ
て
い
な
い
が
ゆ
え
に
明
ら
か
に
見
解
差
別
に
至
っ
て
は
い
る
が
、
許
容
さ
れ
て
い
る
場
合
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
場
合
、
規
制
は
非
常

(
4
)
 

に
明
白
な
害
悪
に
基
づ
い
て
い
る
が
ゆ
え
に
見
解
に
基
づ
く
規
制
と
は
言
え
な
い
と
さ
れ
る
。
ま
た
、
そ
も
そ
も
対
立
す
る
表
現
に
よ
っ

「
害
悪
」
を
防
止
す
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

関
法
第
五
三
巻
六
号

(
f
i
g
h
t
i
n
g
 
w
o
r
d
)
 
に
対
象
が
限
定
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
そ
の
よ
う

ア
ル
コ
ー
ル
広
告
の
禁
止
、
違
法
な
製
品
・
活
動
の
広
告
の
禁
止
の
よ

五
八



ヘ
イ
ト
・
ス
ピ
ー
チ
の
害
悪
と
規
制
の
可
能
性
(
-
)

(7) 

R
.
A
.
 V. 
判
決
と

W
i
s
c
o
n
s
i
n
v. 
M
i
t
c
h
e
l
l
は
表
現
と
行
為
を
二
分
し
、
前
者
に
は
厳
格
な
中
立
性
を
求
め
た
が
、
後
者
に
は
比
較

的
緩
や
か
な
中
立
性
を
要
求
し
た
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
中
立
性
に
対
す
る
危
険
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、
両
判
決
で
問
題
に
さ
れ
た
法
令

に
そ
れ
ほ
ど
差
異
が
な
い
と
す
る
な
ら
ば
、
決
定
的
な
違
い
は
「
表
現
」
と
「
行
為
」
の
有
害
性
の
程
度
に
お
け
る
差
異
と
い
う
こ
と
に

な
り
そ
う
で
あ
る
。

R
.
A
.
 V. 判
決
法
廷
意
見
は
人
種
差
別
的
表
現
の
有
害
性
に
つ
い
て
、
ほ
と
ん
ど
何
も
語
ら
な
か
っ
た
。
他
方
、
~
i
t
c
h
e
l
口
判
決
は
ヘ

イ
ト
・
ク
ラ
イ
ム

(
h
a
t
e
 c
r
i
m
e
)

が
も
た
ら
す
、
個
人
、
社
会
双
方
に
対
す
る
害
悪
を
語
っ
た
。
人
種
差
別
的
思
想
は
「
表
現
」
と
し

て
現
れ
た
場
合
と
、
「
行
為
」
と
し
て
現
れ
た
場
合
と
で
、
そ
れ
ほ
ど
ま
で
に
差
異
は
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

仮
に
表
現
と
行
為
の
有
害
性
に
差
異
が
あ
る
と
し
て
、
表
現
と
行
為
は
ど
こ
ま
で
厳
格
に
分
離
さ
れ
る
べ
き
な
の
か
。
厳
格
に
分
離
さ

2
．
表
現
と
行
為
の
二
分
論

五
九

て
害
悪
が
緩
和
さ
れ
る
が
ゆ
え
に
害
悪
に
基
づ
く
規
制
が
認
め
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
害
悪
を
緩
和
す
る
要
因
が
な
く
、
か
つ

害
悪
が
深
刻
な
と
き
に
は
、
あ
る
特
定
の
問
題
に
つ
い
て
説
得
さ
せ
ら
れ
る
と
い
う
現
象
が
存
在
し
な
い
の
で
、
当
該
表
現
の
規
制
は
許

(
5
)
 

容
さ
れ
な
い
見
解
規
制
と
し
て
特
徴
付
け
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
と
も
言
わ
れ
る
。

仮
に

R
.
A
.
V. 
判
決
が
、
見
解
中
立
性
原
則
が
有
害
性
を
理
由
に
す
る
す
べ
て
の
表
現
規
制
を
許
容
し
な
い
と
す
る
ラ
デ
ィ
カ
ル
な

立
場
に
立
っ
た
の
で
あ
る
と
す
れ
ば
お
そ
ら
く
そ
れ
は
妥
当
な
も
の
と
は
言
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
十
分
に
強
い
害
悪
の
証
明
が
な
さ
れ
れ

(6) 

ば
、
政
府
が
「
正
説

(
o
r
t
h
o
d
o
x
y
)
」
を
押
し
付
け
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
結
局
、
保
護
さ
れ
な
い
表
現
と

さ
れ
う
る
ほ
ど
有
害
な
表
現
に
向
け
ら
れ
た
規
制
は
見
解
中
立
性
の
原
則
の
例
外
と
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
と
言
え
そ
う
で
あ
る
。

（
一
三
二
五
）



シ
ャ
ウ
ア
ー
は
こ
の
仮
説
に
対
し
て
異
議
を
唱
え
る
。

れ
る
べ
き
か
ど
う
か
は
表
現
と
行
為
の
そ
れ
ぞ
れ
が
も
た
ら
す
有
害
性
の
差
異
が
明
ら
か
で
あ
る
か
ど
う
か
に
依
存
す
る
。

R
.
A
.
V. 
判

決
は
問
題
の
条
例
が
規
制
す
る
対
象
が
保
護
さ
れ
な
い
表
現
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
か
な
り
厳
格
な
審
査
を
行
い
、
他
方
で

M
i
t
c
h
e
l
l
判
決
は
全
員
一
致
で
問
題
の
法
令
の
合
憲
判
断
を
導
い
た
と
い
う
こ
と
を
考
え
れ
ば
か
な
り
厳
格
な
分
離
で
あ
っ
た
と
も
考

え
ら
れ
る
。

そ
も
そ
も
一
般
的
に
「
表
現
」
と
「
行
為
」
が
、
そ
れ
が
も
た
ら
す
有
害
性
の
点
で
異
な
っ
て
い
る
の
か
。
こ
の
点
、
表
現
は
行
為
と

比
べ
、
そ
も
そ
も
与
え
る
害
悪
が
些
少
で
あ
る
と
い
う
立
場
が
あ
り
う
る
。

表
現
は
、
そ
れ
が
も
た
ら
す
結
果
が
他
の
形
態
の
行
為
が
も
た
ら
す
結
果
ほ
ど
有
害
で
な
い
た
め
、
相
対
的
に
統
制
を
免
れ
る
べ
き
で

は
、
「
表
現
の
害
悪
は
よ
り
小
さ
い
と
い
う
仮
説

(lesser
h
a
r
m
 

h
y
p
o
t
h
e
s
i
s
)
」
と
呼
ぶ
。
こ
れ
は
「
棒
や
石
な
ら
私
の
骨
を
打
て
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
言
葉
で
は
私
を
傷
つ
け
る
こ
と
は
出
来
な
い

(
S
t
i
c
k
s
 a
n
d
 s
t
o
n
e
s
 m
a
y
 b

r
e
a
k
 m
y
 bo
n
e
s
,
 b
u
t
 n
a
m
e
s
 
will n
e
v
e
r
 h
u
r
t
 m
e
.
)
」
と
い
う
格
言
を
言
い
換
え
た
も
の
で
あ
る
。

第
一
に
、
彼
は
、

S
が
H
に
何
か
を
言
っ
て
、
そ
の
言
葉
の
結
果
、

表
現
行
為
は
有
害
な
結
果
に
必
要
な
条
件
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
十
分
条
件
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
あ
り
そ
う
に
な
く
、
そ
れ
は
有
害
な
結

(
9
)
 

果
を
引
き
起
こ
す
の
が
表
現
で
は
な
く
行
為
で
あ
る
場
合
も
同
様
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
表
現
で
な
い
行
為
が
害
悪
を
引
き
起
こ

(10) 

す
と
き
で
も
、
そ
の
責
任
は
最
初
の
当
事
者

(
S
)
に
課
せ
ら
れ
る
こ
と
が
な
い
の
が
通
常
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
ま
た
、
表
現
が
必
要
条

件
で
あ
る
と
き
に
精
神
的
媒
介
が
存
在
す
る
が
、
そ
れ
は
行
為
の
と
き
で
も
同
じ
で
あ
る
か
ら
、
行
為
で
あ
る
場
合
の
方
が
表
現
で
あ
る

場
合
よ
り
責
任
が
重
い
と
い
う
こ
と
も
な
い
と
す
知
。

あ
る
と
い
う
仮
説
を
、
シ
ャ
ウ
ア
ー

(
F
r
e
d
e
r
i
c
k
 S
c
h
a
u
e
r
)
 

関
法
第
五
三
巻
六
号

(
8
)
 

H
が
＞
に
害
を
与
え
る
よ
う
な
場
合
を
想
定
す
る
。
こ
の
と
き
、

六
〇

（
一
三
二
六
）



ヘ
イ
ト
・
ス
ピ
ー
チ
の
害
悪
と
規
制
の
可
能
性
(
-
)

現
・
行
為
二
分
論
は
文
字
通
り
受
け
と
め
る
必
要
は
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
実
際
、
学
説
の
多
く
は
人
種
差
別
的
思
想
が
「
表
現
」

と
し
て
現
れ
た
と
き
に
は
害
悪
の
主
張
を
一
切
認
め
な
い
と
い
う
極
端
な
立
場
に
立
た
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、

を
慎
重
に
検
討
し
た
上
で
、
規
制
に
値
す
る
有
害
な
表
現
を
確
認
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

そ
う
で
あ
る
と
す
れ
ば
、

ヘ
イ
ト
・
ス
ピ
ー
チ
の
場
合
で
も
同
様
で
あ
り
、

R
.
A
.
V. 判
決
と
~
i
t
c
h
e
l
l
判
決
の
一
見
厳
格
な
表

と
が
あ
り
う
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

(12) 

第
二
に
、
彼
は

S
の
表
現
が
誰
の
介
在
も
な
く
＞
に
向
け
ら
れ
て
い
て
、
直
接
＞
を
害
す
る
場
合
を
想
定
す
る
。
我
々
が
通
常
「
痛

み
」
と
呼
ぶ
不
愉
快
な
肉
体
的
感
情
は
、
た
と
え
ば
人
種
差
別
的
言
葉

(
e
p
i
t
h
e
t
s
)

六

ヘ
イ
ト
・
ス
ピ
ー
チ
の
害
悪

の
標
的
と
な
る
こ
と
か
ら
生
じ
る
不
愉
快
な
感
情

(13) 

と
は
異
な
っ
た
種
類
の
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
よ
り
程
度
が
大
き
い
と
言
え
る
の
で
あ
ろ
う
か
、
と
彼
は
問
う
て
い
る
。
彼
は
、
両
者
は
害

悪
の
永
続
性

(
p
e
r
m
a
n
e
n
c
e
)
、
存
続
期
間

(
d
u
r
a
t
i
o
n
)
、
強
度

(intensity)

に
お
い
て
違
い
が
あ
る
か
ど
う
か
を
問
い
、

(14) 

お
い
て
も
両
者
の
間
に
大
差
が
な
い
と
結
論
付
け
て
い
る
。

い
ず
れ
に

さ
ら
に
、
思
考
に
よ
っ
て
媒
介
さ
れ
た
苦
痛
と
そ
う
で
な
い
苦
痛
と
を
区
別
し
、
前
者
は
よ
り
害
悪
が
少
な
い
が
ゆ
え
に
、
表
現
は
行

(15) 

為
よ
り
少
な
い
害
悪
し
か
引
き
起
こ
さ
な
い
と
す
る
考
え
に
反
対
す
る
。
前
者
の
苦
痛
か
ら
身
を
守
る
の
が
よ
り
容
易
で
あ
る
と
は
言
え

な
い
し
、
行
為
に
よ
る
苦
痛
か
ら
身
を
守
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
前
者
の
苦
痛
は
単
に
信
念
を
変
え
る
こ
と
に
よ
っ

(16) 

て
除
去
さ
れ
る
が
ゆ
え
に
後
者
の
苦
痛
よ
り
避
け
や
す
い
と
い
う
こ
と
も
言
え
な
い
と
さ
れ
る
。

結
局
、
表
現
が
無
害
で
あ
る
と
い
っ
た
主
張
は
部
分
的
に
は
説
得
力
が
あ
る
と
し
て
も
、
そ
れ
ら
の
主
張
を
極
端
な
と
こ
ろ
に
ま
で
押

し
進
め
る
こ
と
は
妥
当
で
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。
表
現
で
あ
っ
て
も
行
為
と
同
じ
く
ら
い
、
あ
る
い
は
そ
れ
以
上
の
害
悪
を
生
み
出
す
こ

（
一
三
二
七
）



そ
れ
ほ
ど
十
分
な
有
害
性
は
認
め
ら
れ
な
い
と
す
る
立
場
は
妥
当
で
な
い
と
さ
れ
て
い
た
。

そ
れ
ゆ
え
、
以
下
の
分
析
に
お
い
て
は
、

る
か
ど
う
か
を
考
え
な
が
ら
、

こ
の
点
、

し
て
き
た
。
そ
し
て
、

「
批
判
的
人
種
理
論

(critical
r
a
c
e
 

ヘ
イ
ト
・
ス
ピ
ー
チ
の
有
害
性
を
論
じ
て
い
く
必
要
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。

（
一
三
二
八
）

有
力
な
学
説
は
、
十
分
な
表
現
の
害
悪
が
存
在
す
れ
ば
、
見
解
差
別
的
規
制
が
許
容
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
と
し
て
い
た
。
ま
た
、
厳
格

な
表
現
・
行
為
二
分
論
は
批
判
さ
れ
て
お
り
、
見
解
差
別
が
許
容
さ
れ
る
ほ
ど
十
分
有
害
と
さ
れ
る
の
は
行
為
の
み
で
あ
り
、
表
現
に
は

ヘ
イ
ト
・
ス
ピ
ー
チ
が
保
護
さ
れ
な
い
表
現
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
る
ほ
ど
十
分
有
害
で
あ

ヘ
イ
ト
・
ス
ピ
ー
チ
の
有
害
性
を
論
じ
る
土
台
を
明
確
に
す
る
必
要
が
あ
る
。

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
連
邦
最
高
裁
が
展
開
し
て
き
た
表
現
内
容
中
立
性
原
則
は
リ
ベ
ラ
ル
な
表
現
の
自
由
理
論
と
相
伴
っ
て
発
展

ヘ
イ
ト
・
ス
ピ
ー
チ
規
制
に
関
し
て
も
リ
ベ
ラ
ル
な
立
場
が
貫
か
れ
、

R
.
A
.
V
判
決
で
ヘ
イ
ト
・
ス
ピ
ー
チ
を

リ
ベ
ラ
ル
な
表
現
の
自
由
理
論
は
表
現
内
容
中
立
性
原
則
を
中
心
に
据
え
、
国
家
は
表
現
の
内
容
を
評
価
し
て
は
な
ら
ず
、
た
と
え
不

快
な
表
現
で
あ
っ
て
も
修
正
一
条
に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
る
と
考
え
る
。
連
邦
最
高
裁
は
表
現
内
容
中
立
性
の
原
則
を
か
な
り
広
く
展
開
し
、

(17) 

多
く
の
学
説
が
そ
の
前
提
を
受
け
入
れ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
判
例
に
お
い
て
も
、
主
流
の
学
説
に
お
い
て
も
修
正
一
条
は
極
め
て
リ
ベ(18) 

こ
の
よ
う
な
リ
ベ
ラ
ル
な
表
現
の
自
由
理
論
を
そ
の
根
底
か
ら
掘
り
崩
さ
ん
と
す
る
ラ
デ
ィ
カ
ル
な
立
場
が
有
力
に
主
張
さ
れ
て
き
た
。

ヘ
イ
ト
・
ス
ピ
ー
チ
規
制
に
関
し
て
そ
の
よ
う
な
ラ
デ
ィ
カ
ル
な
立
場
に
立
つ
理
論
と
し
て

ラ
ル
で
あ
る
こ
と
を
特
徴
と
し
て
い
る
。

規
制
す
る
条
例
を
違
憲
と
す
る
結
論
が
導
か
れ
た
。

ヘ
イ
ト
・
ス
ピ
ー
チ
の
具
体
的
害
悪
を
検
討
す
る
前
に
、

3
．
有
害
性
の
分
析
に
お
け
る
中
立
性
批
判

関
法
第
五
三
巻
六
号

六



ヘ
イ
ト
・
ス
ピ
ー
チ
の
害
悪
と
規
制
の
可
能
性
(
-
)

ヘ
イ
ト
・
ス
ピ
ー
チ
の
間
題
を
論
じ
る
ア
メ
リ
カ
の
多
く
の
論
者
は
、
批
判
的
人
種
理
論
の
説
く
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
批
判
を
正
面
か
ら
否

定
し
よ
う
と
は
し
な
い
よ
う
で
あ
る
。
た
だ
、
そ
の
立
場
を
解
釈
論
に
そ
の
ま
ま
反
映
さ
せ
て
、
広
範
な
規
制
の
提
案
を
行
う
こ
と
に
つ

(22) 

い
て
は
強
い
反
対
が
生
じ
て
い
る
。
実
際
、
批
判
的
人
種
理
論
を
唱
え
る
論
者
達
の
間
で
も
具
体
的
な
規
制
の
提
案
に
つ
い
て
は
結
論
の

一
致
が
み
ら
れ
な
い
の
で
、
批
判
的
人
種
理
論
の
前
提
が
い
か
な
る
結
論
を
導
く
か
に
つ
い
て
は
、
プ
ラ
ク
テ
ィ
カ
ル
な
考
慮
を
含
め
た

慎
重
な
検
討
を
要
す
る
。
た
だ
し
、

ヘ
イ
ト
・
ス
ピ
ー
チ
の
害
悪
を
評
価
す
る
に
あ
た
っ
て
、
少
な
く
と
も
、
社
会
の
差
別
的
構
造
、
従

こ
の
側
面
が
包
摂
、
平
等
、
平
等
な
尊
重
を
求
め
る
。

干

ノ‘

(19) 

t
h
e
o
r
y
)
」
が
存
在
す
る
。
批
判
的
人
種
理
論
を
唱
え
る
学
者
は
自
ら
の
理
論
を
定
義
す
る
際
に
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
批
判
的

人
種
理
論
は
人
種
差
別
主
義
が
ア
メ
リ
カ
の
生
活
に
特
有
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
認
識
す
る
。
…
…
批
判
的
人
種
理
論
は
中
立
性
、
客
観

性
、
カ
ラ
ー
・
ブ
ラ
イ
ン
ド
ネ
ス

J
 …

…
批
判
的
人
種
理
論
は
非
歴
史
主
義
に
挑
戦
し
、

(
c
o
l
o
r
 b
l
i
n
d
n
e
s
s
)
、
能
力
主
義
の
よ
う
な
支
配
的
な
法
的
主
張
に
対
し
て
懐
疑
を
表
明
す
る
。

(20) 

コ
ン
テ
ク
ス
ト
重
視
の
、
歴
史
的
な
法
分
析
を
主
張
す
る
」
。

(
R
i
c
h
a
r
d
 D
e
l
g
a
d
o
)
 

批
判
的
人
種
理
論
を
唱
え
る
論
者
の
一
人
、
デ
ィ
ル
ガ
ド

(21) 

の
修
正
一
条
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
を
批
判
す
る
。
社
会
が
、
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
の
汚
名
を
着
せ
ら
れ
た
姿
を
構
築
す
る
際
の
手
段
と
な
る
よ
う

は
、
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
以
下
の
よ
う
に
従
来

な
表
現
を
規
制
し
て
も
修
正
一
条
に
反
し
な
い
。
人
種
差
別
主
義
は
集
団
全
体
へ
の
害
悪
で
あ
り
、
そ
の
本
質
は
他
者
に
よ
る
従
属
化
で

あ
る
。
遍
在
し
、
絶
え
間
な
く
存
在
す
る
有
害
な
人
種
差
別
的
描
写
は
、
砂
岩
へ
の
水
滴
の
よ
う
に
、
最
も
頑
丈
な
も
の
で
し
か
耐
え
ら

れ
な
い
、
浸
透
性
を
持
っ
た
害
悪
で
あ
る
。
支
配
的
な
修
正
一
条
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
に
よ
っ
て
、
我
々
は
人
種
差
別
的
表
現
を
個
別
的
な
害

悪
と
し
て
扱
お
う
と
い
う
気
に
さ
せ
ら
れ
る
が
、
そ
れ
は
あ
た
か
も
我
々
が
一
滴
の
水
の
効
果
を
評
価
す
れ
ば
そ
れ
で
よ
い
か
の
よ
う
で

あ
る
。
我
々
は
個
人
主
義
的
な
自
己
と
し
て
自
由
を
求
め
る
が
、
我
々
は
社
会
的
能
力
に
お
い
て
存
在
し
て
い
る
と
も
言
え
る
の
で
あ
り
、

（
一
三
二
九
）



リ
ベ
ラ
ル
な
表
現
の
自
由
理
論
は
、
自
由
な
思
想
市
場
に
お
い
て
は
、
言
論
が
表
現
の
害
悪
に
対
抗
す
る
最
も
有
効
な
手
段
で
あ
る
と

考
え
て
き
た
。
ブ
ラ
ン
ダ
イ
ス
判
事
の
次
の
有
名
な
一
節
が
説
く
と
こ
ろ
は
今
日
で
は
広
く
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
と
言
え
る
。
「
も
し

議
論
を
通
し
て
虚
偽
や
誤
謬
を
露
に
し
、
教
育
の
過
程
に
よ
っ
て
悪
を
避
け
る
時
間
が
あ
る
な
ら
ば
、
用
い
ら
れ
る
べ
き
矯
正
策
は
強
制

(24) 

さ
れ
た
沈
黙
よ
り
多
く
の
言
論
で
あ
る
」
。
表
現
が
生
み
出
す
害
悪
は
そ
れ
に
対
抗
す
る
表
現
に
よ
っ
て
除
去
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
よ

ほ
ど
切
迫
し
た
状
況
に
陥
ら
な
い
限
り
は
そ
の
原
則
は
貫
か
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
の
が
、

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
前
提
に
対
し
て
は
、
少
な
か
ら
ぬ
批
判
が
提
起
さ
れ
て
い
る
。

J
e
a
n
 Stefancic) 

デ
ィ
ル
ガ
ド
等

(
R
i
c
h
a
r
d
D
e
l
g
a
d
o
 a
n
d
 

(25) 

は
、
理
論
上
、
邪
悪
な
、
あ
る
い
は
非
道
な
表
現
と
戦
う
対
抗
言
論
へ
の
依
存
は
し
ば
し
ば
誤
っ
て
い
る
と
す
る
。

(26) 

そ
の
理
由
の
第
一
と
し
て
、
彼
等
は
次
の
よ
う
に
言
う
。
我
々
は
古
い
物
語
に
照
ら
し
て
新
し
い
物
語
を
解
釈
す
る
が
ゆ
え
、
支
配
的
な

ナ
ラ
テ
ィ
ブ

）
 

云
o
m
m
a
n
t
narrative 
は
非
常
に
ゆ
っ
く
り
と
変
化
し
、
か
つ
変
化
に
抵
抗
し
、
既
存
の
ス
ト
ッ
ク
か
ら
あ
ま
り
に
著

し
く
逸
脱
す
る
物
語
は
極
端
で
あ
る
な
ど
と
し
て
退
け
ら
れ
る
。

(27) 

第
二
の
理
由
は
要
約
す
る
と
以
下
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
人
種
の
物
語
は
我
々
が
経
験
を
解
釈
す
る
た
め
に
用
い
る
支
配
的
な
ナ
ラ

テ
ィ
ブ
の
一
部
で
あ
り
、
そ
の
ナ
ラ
テ
ィ
ブ
は
一
定
の
も
の
の
み
を
理
解
で
き
る
も
の
と
す
る
が
ゆ
え
、

自
由
理
論
の
大
前
提
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

①
 

4
．
害
悪
評
価
の
視
座

(23) 

属
シ
ス
テ
ム
を
問
題
視
す
る
そ
の
主
張
に
耳
を
傾
け
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

対
抗
言
論
の
有
効
性

関
法
第
五
三
巻
六
号

一
定
の
問
題
だ
け
が
議
論
に
開

（
一
三
三

0
)

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
リ
ベ
ラ
ル
な
表
現
の

六
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釈
す
る
。

ヘ
イ
ト
・
ス
ピ
ー
チ
の
害
悪
と
規
制
の
可
能
性
(
-
)

か
れ
た
も
の
と
な
る
。
ま
た
、
支
配
的
な
修
正
一
条
の
メ
タ
フ
ァ
ー
で
あ
る
思
想
の
自
由
市
場
は
選
択
主
体
と
思
想
・
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
間

の
分
離
を
含
意
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
単
純
す
ぎ
る
見
方
で
あ
り
、
我
々
自
身
が
我
々
の
ナ
ラ
テ
ィ
ブ
の
現
存
す
る
ス
ト
ッ
ク
自
体
で
あ

り
、
か
つ
そ
れ
ら
自
体
が
我
々
自
身
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
我
々
自
身
の
先
入
観
の
囲
い
を
避
け
る
能
力
は
限
定
さ
れ
て
い
る
。
我
々
は
人

種
差
別
主
義
が
通
常
で
あ
り
、
現
状
の
一
部
で
あ
り
、
ほ
と
ん
ど
矯
正
の
余
地
の
な
い
も
の
と
な
る
よ
う
に
社
会
を
構
築
し
て
い
る
が
ゆ

え
、
後
に
な
っ
て
初
め
て
自
分
の
信
じ
る
も
の
が
誤
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
始
め
る
。

テ
ィ
ー
の
人
種
の
多
く
の
人
々
が
、

六
五

(28) 

デ
ィ
ル
ガ
ド
等
は
、
言
葉
に
よ
る
救
済
を
困
難
に
す
る
も
の
と
し
て
、
人
種
差
別
主
義
の
以
下
の
特
徴
を
挙
げ
る
。
①
マ
ジ
ョ
リ

マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
と
の
見
方
の
違
い
ゆ
え
に
、
社
会
に
お
け
る
人
種
差
別
主
義
の
程
度
を
過
小
評
価

す
る
。
②
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
ー
の
傾
向
に
同
調
す
る
人
々
は
し
ば
し
ば
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
が
た
や
す
く
理
解
で
き
る
知
識
を
獲
得
す
る
の

に
苦
労
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
③
有
色
人
種
の
心
に
疑
い
を
生
む
行
為
に
人
種
差
別
主
義
を
見
る
こ
と
を
拒
む
人
々
も
い
る
が
、
人

種
差
別
主
義
は
解
釈
の
問
題
で
あ
り
、
通
常
人
は
自
分
を
不
快
に
す
る
よ
う
な
解
釈
を
と
ら
な
い
。
④
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
ー
の
人
種
の
メ

ン
バ
ー
は
人
種
差
別
主
義
を
見
た
り
非
難
し
た
り
す
る
方
法
を
忘
れ
て
し
ま
う
。

(29) 

デ
ィ
ル
ガ
ド
等
は
、
表
現
の
自
由
は
大
要
以
下
の
理
由
で
し
ば
し
ば
事
態
を
さ
ら
に
悪
化
さ
せ
る
と
す
る
。
第
一
に
、
思
想
の
自
由
市

場
が
あ
る
が
ゆ
え
に
、
あ
る
人
種
差
別
的
表
現
に
対
し
て
別
の
表
現
行
為
者
が
自
由
に
反
人
種
差
別
的
表
現
行
為
に
従
事
す
る
こ
と
が
で

き
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
表
現
の
自
由
は
表
現
行
為
者
が
自
ら
の
す
る
こ
と
に
責
任
が
な
い
と
感
じ
る
よ
う
に
仕
向
け
る
。
第
二
に
、

反
抗
的
な
集
団
が
表
現
を
改
革
の
道
具
と
し
て
用
い
る
と
き
、
裁
判
所
は
常
に
修
正
一
条
の
原
理
を
そ
れ
ら
の
集
団
に
不
利
な
よ
う
に
解

こ
の
よ
う
に
、
少
な
く
と
も
ヘ
イ
ト
・
ス
ピ
ー
チ
規
制
に
関
し
て
、
思
想
の
自
由
市
場
の
健
全
な
機
能
は
期
待
し
え
ず
、
対
抗
言
論
は

（
一
三
一
三
）



(
C
h
a
r
l
e
s
 
R. L
a
w
r
e
n
c
e
 III)
は、

（―-―-三二）

(31) 

リ
ベ
ラ
ル
な
表
現
の
自
由
理
論
を
唱
え
る
論
者
の
多
く
は
修
正
一
条
が
平
等
を
獲
得
す
る
の
に
十
分
な
貢
献
を
し
て
き
た
と
考
え
る
。

ウ
ェ
イ
ン
ス
タ
イ
ン

(
J
a
m
e
s
 W
e
i
n
s
t
e
i
n
)

は
表
現
の
自
由
が
奴
隷
制
廃
止
運
動
、
公
民
権
運
動
、
経
済
的
不
平
等
に
対
し
て
果
た
し

(32) 

て
き
た
積
極
的
役
割
を
評
価
す
る
が
、
そ
の
よ
う
な
歴
史
認
識
を
疑
問
と
す
る
声
も
あ
る
。

ロ
ー
レ
ン
ス

マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
の
請
願
は
、
し
ば
し
ば
抵
抗
運
動
が
通
常
の
業
務
を
妨
害
し
、

(33) 

権
力
者
の
利
己
的
な
注
意
を
要
求
す
る
ま
で
相
手
に
さ
れ
な
い
と
い
う
こ
と
を
経
験
が
教
え
て
く
れ
る
と
す
る
。
妨
害
行
為
が
抵
抗
の
言

論
を
効
率
的
に
す
る
の
で
あ
る
が
、
ま
さ
に
そ
の
行
為
に
よ
っ
て
抵
抗
の
言
論
が
修
正
一
条
の
保
護
に
値
し
な
い
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
に

(34) 

な
る
と
い
う
矛
盾
を
、
彼
は
指
摘
す
る
。
ア
メ
リ
カ
の
正
義
の
シ
ス
テ
ム
は
、
人
種
に
関
す
る
限
り
、
決
し
て
シ
メ
ト
リ
カ
ル
で
な
か
っ

た
と
さ
れ
、
疑
い
な
く
我
々
は
平
等
を
表
現
の
自
由
の
前
提
条
件
と
み
な
し
、
平
等
の
側
に
よ
り
大
き
な
ウ
ェ
イ
ト
を
か
け
る
の
で
あ
る

(35) 

と
さ
れ
る
。

デ
ィ
ル
ガ
ド
等

(
R
i
c
h
a
r
d
D
e
l
g
a
d
o
 a
n
d
 D
a
v
i
d
 
H• 

Y
u
n
)

も
、
修
正
一
条
は
ほ
ぼ
一

0
0
年
間
、
奴
隷
制
と
共
存
し
た
し
、
修

正
一
条
は
公
民
権
運
動
の
時
代
の
活
動
家
を
保
護
し
な
か
っ
た
と
し
、

大
き
な
進
歩
を
し
て
き
た
と
す
恥
゜

マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
が
修
正
一
条
を
無
視
し
て
行
動
し
た
と
き
最
も

リ
ベ
ラ
ル
な
表
現
の
自
由
は
言
論
が
表
現
の
害
悪
に
対
抗
す
る
有
効
な
手
段
で
あ
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う
な
前
提

に
強
い
疑
い
が
投
げ
か
け
ら
れ
て
い
る
。
歴
史
の
評
価
に
つ
い
て
も
、

(30) 

有
効
で
は
な
い
と
主
張
さ
れ
て
い
る
。

関
法
第
五
一
二
巻
六
号

リ
ベ
ラ
ル
な
表
現
の
自
由
理
論
の
主
張
に
対
し
て
批
判
が
な
さ
れ

て
い
る
。
少
な
く
と
も
、
対
抗
言
論
の
有
効
性
を
極
端
に
推
し
進
め
る
立
場
は
強
い
疑
い
の
目
を
も
っ
て
見
ら
れ
て
い
る
。
ラ
デ
ィ
カ
ル

な
理
論
の
主
張
は
有
力
で
あ
り
、
そ
れ
を
軽
視
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
で
あ
ろ
う
。

六
六



ヘ
イ
ト
・
ス
ピ
ー
チ
の
害
悪
と
規
制
の
可
能
性
(
-
)

シ
ャ
ウ
ア
ー
は
次
の
よ
う
に
指
摘
す
る
。
「
修
正
一
条
の
現
在
の
理
解
が
前
提
と
す
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
表
現
に
関
連
す
る
害
悪
の

法
的
な
許
容
は
通
貨
の
よ
う
な
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
を
用
い
て
我
々
、
社
会
全
体
は
修
正
一
条
の
保
護
の
た
め
に
支
払
い
を
し
て
い
る
。

か
く
し
て
、
よ
り
多
く
の
害
悪
を
法
的
に
許
容
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
よ
り
高
い
代
価
を
支
払
う
こ
と
は
、
よ
り
多
く
の
修
正
一
条
の
保
護

(37) 

を
受
け
る
た
め
に
必
要
と
さ
れ
る
」
。
ま
た
、
修
正
一
条
の
既
存
の
理
解
は
、
表
現
の
自
由
の
た
め
の
代
価
を
支
払
う
べ
き
な
の
は
有
害

(38) 

な
表
現
の
犠
牲
者
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
前
提
に
基
づ
い
て
い
る
。

し
か
し
、
「
全
体
と
し
て
の
社
会
的
利
益
の
た
め
に
求
め
ら
れ
る
コ
ス
ト
が
少
数
の
受
益
者
に
よ
っ
て
、
排
他
的
に
、
あ
る
い
は
不
均

(39) 

等
に
負
わ
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
き
は
い
つ
で
も
（
こ
の
よ
う
な
前
提
は
）
厄
介
な
も
の
に
な
る
は
ず
で
あ
る
」
と
さ
れ
る
。
彼
は
、

「
も
し
表
現
の
自
由
が
我
々
皆
を
利
す
る
な
ら
ば
、
有
害
な
表
現
の
犠
牲
者
で
あ
る
人
々
だ
け
で
な
く
、
我
々
皆
が
そ
の
た
め
に
支
払
い

(40) 

を
す
る
こ
と
が
理
想
的
で
あ
る
」
と
す
る
。

ヘ
イ
ト
・
ス
ピ
ー
ー
チ
の
場
合
は
ど
う
か
。
シ
ャ
ウ
ア
ー
は
、
例
と
し
て
、
犠
牲
者
の
人
種
、
宗
教
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
、
あ
る
い
は
性
的
性

向
に
基
づ
く
暴
力
行
為
や
違
法
な
差
別
行
為
を
犯
す
よ
う
に
誘
う
効
果
を
持
つ
こ
と
を
意
図
さ
れ
た
発
言
（
か
つ
そ
の
よ
う
な
効
果
を
持

つ
可
能
性
の
あ
る
発
言
）

六
七

と
、
人
種
、
宗
教
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
、
あ
る
い
は
性
的
性
向
の
ゆ
え
に
聞
き
手
に
語
り
か
け
ら
れ
、
か
つ
そ
の
聞

(41) 

き
手
を
害
す
る
よ
う
意
図
さ
れ
た
発
言
を
挙
げ
る
。

前
者
の
場
合
に
つ
い
て
、
人
種
差
別
的
暴
力
、
あ
る
い
は
人
種
差
別
の
唱
導
を
許
可
す
る
こ
と
を
除
い
て
、
修
正
一
条
に
つ
い
て
の
他

の
す
べ
て
が
同
じ
で
あ
る
場
合
に
、
人
種
差
別
や
人
種
差
別
的
暴
力
が
よ
り
多
く
な
る
の
で
あ
れ
ば
、
修
正
一
条
の
た
め
に
犠
牲
者
が
不

均
等
な
代
価
の
支
払
い
を
す
る
こ
と
に
な
り
、
暴
力
や
差
別
の
量
の
増
加
は
増
大
さ
れ
た
修
正
一
条
の
た
め
に
求
め
ら
れ
る
マ
ー
ジ
ナ
ル

②
害
悪
の
配
分
の
問
題

（
一
三
三
三
）



は
社
会
全
体
の
利
益
で
あ
る
修
正
一
条
の
た
め
求
め
ら
れ
る
コ
ス
ト
で
あ
る
と
い
う
点
を
見
逃
し
て
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
ヘ
イ
ト
・

(44) 

ス
ピ
ー
チ
の
与
え
る
害
悪
の
受
忍
を
強
い
る
と
き
、
そ
こ
に
は
少
な
か
ら
ぬ
不
公
平
が
生
じ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
の
で
あ
る
。

(
1
)

保
護
さ
れ
る
表
現
の
内
容
規
制
に
対
し
て
厳
格
審
査
が
適
用
さ
れ
、
当
該
表
現
の
有
害
性
ゆ
え
に
規
制
が
や
む
に
や
ま
れ
ぬ
も
の
と
し
て
合
憲

と
さ
れ
る
場
合
も
あ
り
え
、
そ
の
よ
う
な
場
合
に
見
解
差
別
的
規
制
が
許
容
さ
れ
る
か
ど
う
か
、
と
い
う
こ
と
も
一
応
間
題
に
は
な
り
う
る
。
し

か
し
、
厳
格
審
査
が
適
用
さ
れ
て
合
憲
の
判
断
が
導
か
れ
る
こ
と
は
極
め
て
ま
れ
で
あ
る
。

S
e
e
B
u
r
s
o
n
 
v• 

F
r
e
e
m
a
n
,
 5
0
4
 U
.
S
.
 1
9
1
,
 2
1
1
 

(
1
9
9
2
)
.
 

そ
れ
ゆ
え
、
こ
こ
で
は
保
護
さ
れ
な
い
表
現
の
規
制
の
際
の
見
解
差
別
の
問
題
に
検
討
対
象
を
限
定
し
て
お
く
。

(
2
)
 
5
0
5
 U
.
 s. 3
7
7
 (
1
9
9
2
)
.
 

(
3
)
 
S
e
e
 id. 
at 3
8
1
,
 3
9
1
-
9
6
.
 

(
4
)
 
S
e
e
 C
A
S
S
 R. S
u
N
S
T
E
I
N
,
 D
E
M
O
C
R
A
C
Y
 A
N
D
 T
H
E
 P
R
O
B
L
E
M
 O
F
 F
R
E
E
 S
P
E
E
C
H
 1
7
5
 (
1
9
9
3
)
 

(
5
)
 
S
e
e
 W
o
j
c
i
e
c
h
 S
a
d
u
r
s
k
i
,
 
D
o
e
s
 t
h
e
 S
u
b
j
e
c
t
 M
a
t
t
e
r
 ?
 

V
i
e
w
p
 0
 int 
N
e
u
t
r
a
l
i
t
y
 a
n
d
 F
r
e
e
d
o
m
 o
f
 S
p
e
e
全
1
5

C
A
I
名
O
N
0
A
R
T
S
 &
 

シ
ャ
ウ
ア
ー
が
言
う
よ
う
に
、

の
標
的
に
な
る
可
能
性
が
高
い
と
理
解
す
る
な
ら
ば
、

(43) 

く
全
く
異
な
っ
た
も
の
に
な
り
う
る
で
あ
ろ
う
と
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
保
護
の
コ
ス
ト
が
す
べ
て
の
市
民
や
で
た
ら
め
に
選
択
さ
れ
た

市
民
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
む
し
ろ
排
他
的
に
、
あ
る
い
は
不
均
等
に
特
定
の
集
団
に
よ
っ
て
負
わ
さ
れ
る
と
ぎ
、
表
現
を
保
護
す
る
か

ど
う
か
に
つ
い
て
我
々
は
異
な
っ
た
ふ
う
に
考
え
る
か
も
し
れ
な
い
と
さ
れ
る
。

葉

(
e
p
i
t
h
e
t
s
)

ヘ
イ
ト
・
ス
ピ
ー
チ
ヘ
の
反
応
に
つ
い
て
の
考
え
方
は
お
そ
ら

後
者
の
ケ
ー
ス
で
は
、

（
二
ニ
三
四
）

な
コ
ス
ト
で
あ
り
、
そ
の
コ
ス
ト
は
増
大
さ
れ
た
修
正
一
条
の
保
護
か
ら
利
益
を
受
け
る
す
べ
て
の
人
々
が
均
等
に
負
う
こ
と
の
な
い
も

(42) 

の
で
あ
る
さ
れ
る
。

コ
ス
ト
を
負
担
す
る
余
裕
が
最
も
少
な
い
人
々
、
あ
る
い
は
他
者
よ
り
も
し
ば
し
ば
コ
ス
ト
を
多
く
負
担
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
人
々
が
不
均
等
に
表
現
の
標
的
に
さ
せ
ら
れ
て
い
る
と
さ
れ
、
も
し
我
々
が
、
あ
る
人
々
が
他
者
よ
り
人
種
差
別
的
言

ヘ
イ
ト
・
ス
ピ
ー
チ
の
害
悪
を
評
価
す
る
に
あ
た
っ
て
、
そ
れ
が
与
え
る
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
ヘ
の
害
悪

関
法
第
五
三
巻
六
号

六
八



ヘ
イ
ト
・
ス
ピ
ー
チ
の
害
悪
と
規
制
の
可
能
性
(
-
)

六
九

E
N
T
.
 L. J
.
 
3
1
5
,
 3
5
1
-
5
3
 (
1
9
9
7
)
.
 

(
6
)

修
正
一
条
に
お
け
る
「
正
説

(
o
r
t
h
o
d
o
x
y
)
」
の
強
制
に
つ
い
て
、
拙
稿
「
表
現
の
自
由
保
障
に
お
け
る
内
容
中
立
性
原
則

(
C
o
n
t
e
n
t

N
e
u
t
r
a
l
i
t
y
 Principle)

の
一
考
察
|
ー
ー
ア
メ
リ
カ
の
判
例
・
学
説
を
素
材
と
し
て
ー
ー
＇
」
法
学
ジ
ャ
ー
ナ
ル
（
関
西
大
学
大
学
院
）
七
四
号
五

一
七
ー
五
一
八
、
五
三
一
ー
五
三
二
頁
（
二

0
0
三
）
参
照
。

(
7
)
 
5
0
8
 
U. s. 4
7
6
 (
1
9
9
3
)
.
 

(
8
)
 
S
e
e
 F
r
e
d
e
r
i
c
k
 S
c
h
a
u
e
r
,
 
T
h
e
 P
h
e
n
o
m
e
n
o
l
o
g
y
 o
f
 S
p
e
e
c
h
 a
n
d
 H
a
r
m
,
 1
0
3
 E
T
H
I
C
S
 6
3
5
,
 6
4
2
 (
1
9
9
3
)
.
 

(
9
)
 
S
e
e
 id. 
at 6
4
2
-
4
3
.
 

(10) 
S
e
e
 i
d
 at 6
4
4
.
 

(11) 
S
e
e
 id. 
at 6
4
5
.
 

(12) 
S
e
e
 id. 

(13) 
S
e
e
 id. 
at 6
4
6ー

4
7
.

(14) 
S
e
e
 id. 
at 6
4
7ー

4
9
.

(15) 
S
e
e
 id. 
at 6
4
9
.
 

(16) 
S
e
e
 id. 

(
1
7
)
拙
稿
•
前
掲
註(
6
)参
照
。

(
1
8
)
そ
の
よ
う
な
ラ
デ
ィ
カ
ル
な
立
場
を
紹
介
す
る
最
近
の
文
献
と
し
て
、
市
川
正
人
『
表
現
の
自
由
の
法
理
』
四
五
i
四
八
頁
（
二

0
0
三）、

若
林
翼
「
言
葉
の
カ
ー
差
別
的
表
現
・
法
・
法
理
論
(
-
)
ー
批
判
的
人
種
理
論
・
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
法
理
論
と
法
実
践
ー
」
阪
大
法
学
五
二
巻
六

号
一
八
四
ー
一
九
一
頁
（
二

0
0
三
）
等
参
照
。

L

(19)

こ
の
理
論
に
つ
い
て
は
わ
が
国
で
も
紹
介
が
な
さ
れ
て
い
る
。
木
下
智
史
「
『
批
判
的
人
種
理
論

(Critical
R
a
c
e
 T
h
e
o
r
y
)
』
に
関
す
る
覚

書
」
神
戸
学
院
法
学
二
六
巻
一
号
(
-
九
九
六
）
、
大
沢
秀
介
「
批
判
的
人
種
理
論
に
関
す
る
一
考
察
」
法
学
研
究
（
慶
應
大
学
）
六
九
巻
―
二

号
(
-
九
九
六
）
、
植
木
淳
「
人
種
平
等
と
批
判
的
人
種
理
論

(Critical
R
a
c
e
 T
h
e
o
r
y
)
」
六
甲
台
論
集
（
法
学
政
治
学
篇
）
四
四
巻
一
二
号
一

九
頁
(
-
九
九
八
）
参
照
。
こ
の
流
れ
を
汲
ん
だ
最
近
の
ヘ
イ
ト
・
ス
ピ
ー
チ
に
関
す
る
文
献
と
し
て
、

A
L
E
X
A
N
D
E
R
TsEsrs, D
E
S
T
R
U
C
T
I
V
E
 

M
E
S
S
A
G
E
S
:
 
H
o
w
 H
A
T
E
 S
P
E
E
C
H
 P
A
V
E
S
 T
H
E
 W
A
Y
 F
O
R
 H
A
R
M
F
U
L
 S
O
C
I
A
L
 M
O
V
E
M
E
N
T
S
 (
2
0
0
2
)

が
あ
る
。

（―-―-三五）
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彼
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
ス
テ
イ
ト
・
ア
ク
シ
ョ
ン

①
 

1
．
平
等
権
の
侵
害

ヘ
イ
ト
・
ス
ピ
ー
チ
の
害
悪

(state 
action) 
の
法
理
を
再
び
呼
び
起
こ
す
こ
と
に
よ
っ
て
、

（
一
三
三
八
）

(42) 

See id. 
at 1
3
5
1
.
 

(43) 

See id. 
at 1
3
5
5
.
 

(44) 

S
e
e
 a
窓
L
a
w
r
e
n
c
e
,
supra note 3
0
,
 
at 8
0
 
(
「
我
々
が
人
種
差
別
的
ヘ
イ
ト
・
ス
ピ
ー
チ
は
不
人
気
な
表
現
を
甘
受
す
る
重
要
性
の
ゆ
え
に

甘
受
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
判
断
す
る
と
き
は
い
つ
で
も
、
我
々
は
黒
人
そ
の
他
の
従
属
的
地
位
に
あ
る
集
団
に
、
社
会
的
善
の
た
め
に
負

担
を
背
負
う
よ
う
に
、
す
な
わ
ち
表
現
の
た
め
の
よ
り
多
く
の
余
地
を
設
け
る
社
会
的
利
益
の
た
め
の
代
価
を
支
払
う
よ
う
に
頼
ん
で
い
る
の
で

あ
る
。
そ
し
て
、
我
々
は
こ
の
負
担
を
忠
告
や
同
意
を
求
め
る
こ
と
な
し
に
そ
れ
ら
の
人
々
に
割
り
当
て
る
の
で
あ
る
。
…
…
そ
れ
は
代
表
な
き

課
税
で
あ
る
。
」
）
．

平
等
権
侵
害
の
主
張

ヘ
イ
ト
・
ス
ピ
ー
チ
の
害
悪
の
主
張
の
中
に
は
、
人
種
差
別
を
黙
認
す
る
政
府
が
平
等
権
を
侵
害
し
て
い
る
と
い
う
主
張
が
存
在
す
る
。

(
1
)
 

た
と
え
ば
、
人
種
差
別
的
ヘ
イ
ト
・
ス
ピ
ー
チ
の
規
制
根
拠
と
し
て

B
r
o
w
n
v. 
B
o
a
r
d
 o
f
 E
d
u
c
a
t
i
 g
を
援
用
す
る
ロ
ー
レ
ン
ス
は
、

平
等
保
護
条
項
は
政
府
の
行
為
の
み
を
規
制
す
る
が
ゆ
え

B
r
o
w
n
判
決
を
持
ち
出
す
こ
と
は
妥
当
で
な
い
と
す
る
説
に
対
し
、
「
も
し

政
府
が
黒
人
の
名
誉
を
傷
つ
け
る
ビ
ジ
ネ
ス
に
従
事
す
る
私
的
契
約
者
と
の
共
同
事
業
に
関
係
し
た
な
ら
ば
、
単
に
著
作
権
や
印
刷
機
を

犯
罪
の
パ
ー
ト
ナ
ー
に
手
渡
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
ビ
ジ
ネ
ス
を
違
法
と
す
る
憲
法
上
の
マ
ン
デ
イ
ト
か
ら
逃
れ
る
こ
と
が
で
き
る
の

(
2
)
 

で
あ
ろ
う
か
」
、
と
問
う
て
い
る
。

関
法
第
五
一
二
巻
六
号

七



ヘ
イ
ト
・
ス
ピ
ー
チ
の
害
悪
と
規
制
の
可
能
性
(
-
)

種
差
別
を
是
認
す
る
政
府
の
表
現
と
、
表
現
の
自
由
規
定
が
保
護
す
る
人
種
差
別
を
是
認
す
る
私
人
の
表
現
と
の
間
に
は
決
定
的
な
違
い

が
あ
る
」
。
彼
女
に
よ
れ
ば
、
テ
キ
ス
ト
を
貸
与
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
し
て
人
種
差
別
的
な
学
校
を
直
接
政
府
が
支
持
す
る
よ
う
な
こ

と
は
、
政
府
が
私
人
の
人
種
差
別
的
表
現
を
違
法
と
し
な
い
こ
と
に
よ
っ
て
人
種
差
別
的
行
為
を
間
接
的
に
支
持
す
る
こ
と
と
は
決
定
的

(
5
)
 

に
異
な
る
。

ロ
ー
レ
ン
ス
の
主
張
に
対
し
て
は
、
伝
統
的
な
平
等
論
か
ら
の
よ
り
根
本
的
な
批
判
も
見
ら
れ
る
。
グ
ッ
ド
パ
ス
タ
ー

(
G
a
r
y

G
o
o
d
p
a
s
t
e
r
)
 
は
、
連
邦
最
高
裁
は
常
に
、
政
府
が
同
じ
よ
う
な
場
所
を
占
め
る
人
々
を
等
し
く
扱
う
こ
と
を
要
求
す
る
も
の
と
し
て

平
等
保
護
条
項
を
解
釈
し
て
き
た
の
で
あ
り
、
平
等
保
護
の
原
理
の
ど
の
部
分
も
そ
れ
自
体
実
体
的
平
等
を
達
成
す
る
こ
と
と
関
わ
っ
て

(
6
)
 

い
な
い
し
、
連
邦
最
高
裁
は
事
実
上
こ
の
よ
う
に
平
等
保
護
条
項
を
解
釈
す
る
努
力
か
ら
離
れ
て
き
た
と
す
る
。

彼
に
よ
れ
ば
、
実
体
的
平
等
理
論
（
ロ
ー
レ
ン
ス
の
説
を
含
め
、
実
体
的
平
等
を
実
現
す
る
た
め
に
修
正
一
条
の
再
評
価
を
求
め
る
理

論
を
、
彼
は
こ
の
よ
う
に
呼
ん
で
い
る
。
）
を
唱
え
る
人
々
は
、
平
等
保
護
条
項
を
社
会
的
、
あ
る
い
は
構
造
的
不
平
等
を
消
し
去
る
義

務
を
国
家
に
課
す
も
の
と
し
て
解
釈
す
る
。
す
な
わ
ち
彼
／
彼
女
等
は
、
人
種
や
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
関
わ
る
社
会
的
権
力
の
不
平
等
の
問
題

ロ
ー
レ
ン
ス
の
主
張
に
対
し
、

②

反

対

説

ス
ト
ロ
ッ
セ
ン

七

B
r
o
思
n
判
決
は
人
種
差
別
的
表
現
を
な
く
す
こ
と
を
命
じ
て
い
る
と
す
る
議
論
に
応
え
る
人
は
、
人
種
差
別
的
表
現
を
規
制
す
る
こ
と

の
代
替
手
段
が
黒
人
の
自
由
、
平
等
保
護
の
主
張
を
排
除
す
る
こ
と
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
考
慮
し
な
い
。
こ
れ
ら
の
競
合
す
る
利
益
を

憲
法
上
保
護
す
る
最
善
の
方
法
は
直
接
そ
れ
ら
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
る
こ
と
で
あ
る
。
ス
テ
イ
ト
・
ア
ク
シ
ョ
ン
の
法
理
を
援
用
す
れ
ば
、

(3) 

こ
れ
ら
の
競
合
す
る
利
益
の
バ
ラ
ン
ス
の
と
り
方
に
関
す
る
我
々
の
価
値
判
断
を
迂
回
す
る
こ
と
に
な
る
」
。

(
N
a
d
i
n
e
 S
t
r
o
s
s
e
n
)

は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
平
等
保
護
条
項
が
禁
じ
る
人

（
一
三
三
九
）



等
な
参
加
者
と
な
る
市
民
社
会
の
領
域
を
生
み
出
す
一
方
で
、

（
一
三
四
O
)

に
つ
い
て
再
配
分
、
均
等
化
を
行
う
も
の
と
し
て
平
等
保
護
の
保
障
を
解
釈
す
る
。
ま
た
、
彼
／
彼
女
等
は
、
も
し
国
家
が
社
会
的
不
平

等
を
減
少
さ
せ
る
と
い
う
義
務
を
持
ち
な
が
ら
そ
う
す
る
こ
と
を
怠
る
な
ら
ば
、
そ
の
不
作
為
は
一
種
の
作
為
で
あ
る
と
し
、
も
し
私
的

な
行
為
者
が
社
会
的
不
平
等
を
生
み
出
す
と
き
、
国
家
が
介
入
す
る
こ
と
を
怠
る
な
ら
ば
、
そ
の
不
作
為
は
ス
テ
イ
ト
・
ア
ク
シ
ョ
ン
と

(
7
)
 

な
る
と
す
る
。

立
憲
民
王
主
義
に
お
い
て
は
、
す
べ
て
の
市
民
は
平
等
な
表
現
の
自
由
を
含
め
た
平
等
な
形
式
的
権
利
を
持
っ
て
い
る
が
、
実
体
的
平

等
を
唱
え
る
人
々
は
こ
の
種
の
表
現
の
自
由
に
お
け
る
平
等
の
ス
ペ
ー
ス
が
多
く
の
生
活
側
面
を
通
じ
た
女
性
や
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
の
継

続
的
従
属
と
い
う
別
の
ス
ペ
ー
ス
に
お
け
る
不
平
等
へ
と
導
く
と
し
、
自
ら
が
好
む
ス
ペ
ー
ス
の
た
め
の
平
等
（
反
従
属
）
を
生
み
出
し
、

(
8
)
 

表
現
の
自
由
の
ス
ペ
ー
ス
に
お
け
る
不
平
等
（
一
定
の
思
想
や
話
者
の
差
別
）
を
生
み
出
そ
う
と
し
て
い
る
と
さ
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
実

体
的
平
等
論
者
の
基
本
的
議
論
は
、
平
等
保
護
を
担
保
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
実
体
的
平
等
が
最
重
要
の
憲
法
的
権
利
と
し
て
の
価
値
を
持

つ
も
の
と
な
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
平
等
の
考
慮
を
修
正
一
条
の
解
釈
に
持
ち
込
む
こ
と
に
よ
っ
て
憲
法
上
の
権
利
の
解
釈

を
調
和
さ
せ
よ
う
と
試
み
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
主
張
を
越
え
て
、
実
体
的
平
等
が
他
の
権
利
を
打
ち
負
か
す
と
い
う
主
張
で
あ
る
と
さ

(
9
)
 

れ
る
。彼

は
、
形
式
的
な
平
等
ル
ー
ル
と
し
て
の
主
要
な
政
治
的
・
市
民
的
権
利
が
国
家
か
ら
分
離
さ
れ
た
、
す
べ
て
の
市
民
が
形
式
的
に
平

（
実
体
的
平
等
論
者
が
目
指
す
よ
う
な
）
集
団
、
結
果
志
向
の
平
等
ル
ー

(10) 

ル
は
、
国
家
に
よ
っ
て
統
制
さ
れ
、
差
別
化
さ
れ
た
参
入
の
権
利
を
伴
う
ス
ペ
ー
ス
を
生
み
出
す
と
す
る
。
熟
慮
民
主
主
義
と
国
家
か
ら

独
立
し
た
市
民
と
い
う
考
え
は
国
家
に
よ
る
統
制
か
ら
完
全
に
自
由
な
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
ス
コ
ー
ス

(
p
u
b
l
i
c
d
i
s
c
o
u
r
s
e
)

と
私
的

な
行
動
領
域
を
前
提
と
す
る
が
、
実
体
的
平
等
論
者
は
、
不
利
な
立
場
に
あ
る
集
団
の
メ
ン
バ
ー
を
他
者
よ
り
自
由
で
平
等
な
も
の
と
し

関
法
第
五
三
巻
六
号
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ヘ
イ
ト
・
ー
ス
ピ
ー
チ
の
害
悪
と
規
制
の
可
能
性
(
-
)

沈
黙
効
果
の
主
張

七
五

て
扱
い
、
私
的
な
選
択
の
領
域
を
実
体
的
平
等
の
目
的
を
破
壊
す
る
も
の
と
し
て
、
そ
れ
ゆ
え
ス
テ
イ
ト
・
ア
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
扱
う
必

要
性
を
強
調
す
る
。
彼
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
は
民
主
主
義
が
引
く
、
大
衆
と
国
家
と
の
間
の
基
本
線
を
溶
解
し
、
自
己
決
定
の
ス
ペ
ー
ス
を

(11) 

消
滅
さ
せ
る
こ
と
に
つ
な
が
る
主
張
で
あ
る
。

ヘ
イ
ト
・
ス
ピ
ー
チ
、
ポ
ル
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
等
の
表
現
か
ら
く
る
自
由
に
対
す
る
脅
威
は
直
接
的
か
つ

(12) 

切
迫
し
て
お
り
、
そ
の
よ
う
な
表
現
が
不
利
な
立
場
に
あ
る
集
団
が
議
論
に
参
加
す
る
こ
と
を
不
可
能
に
す
る
恐
れ
が
あ
る
と
す
る
。

彼
は
次
の
よ
う
に
言
う
。
「
ヘ
イ
ト
・
ス
ピ
ー
チ
は
犠
牲
者
の
価
値
の
感
覚
を
減
じ
、
そ
れ
ゆ
え
公
的
議
論
を
含
め
た
市
民
社
会
の
活

動
の
多
く
に
完
全
に
参
加
す
る
こ
と
を
妨
げ
る
傾
向
が
あ
る
と
主
張
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
犠
牲
者
が
話
す
と
き
で
さ
え
、
そ
の
言
葉

(13) 

は
権
威
を
失
う
。
そ
れ
は
そ
れ
ら
の
犠
牲
者
が
ま
る
で
何
も
話
さ
な
か
っ
た
か
の
よ
う
で
あ
る
」
。

ロ
ー
レ
ン
ス
は
、
そ
の
よ
う
な
沈
黙
効
果
を
二
つ
の
次
元
に
分
け
て
捉
え
て
い
る
。

第
一
に
、
人
種
差
別
的
表
現
は
黒
人
そ
の
他
の
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
に
よ
る
表
現
の
音
を
消
し
、
あ
る
い
は
そ
の
価
値
を
減
じ
る
こ
と
に

よ
っ
て
思
想
の
自
由
市
場
を
歪
め
る
。
言
葉
や
思
想
は
思
想
の
自
由
市
場
で
売
れ
な
く
な
り
、
白
人
に
よ
っ
て
提
供
さ
れ
れ
ば
多
く
の

人
々
に
よ
っ
て
支
持
さ
れ
る
思
想
は
、
そ
れ
を
提
供
す
る
人
が
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
集
団
に
属
す
る
と
き
に
は
、
拒
絶
さ
れ
て
し
ま
う
か
、

(14) 

あ
る
い
は
あ
ま
り
信
用
さ
れ
な
い
で
あ
ろ
う
と
言
う
の
で
あ
る
。

第
二
に
、
人
種
差
別
的
表
現
は
標
的
で
あ
る
集
団
の
メ
ン
バ
ー
を
沈
黙
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
市
場
に
届
く
表
現
の
総
量
を
減
じ
る
。

フ
ィ
ス

①
 

(
O
w
e
n
 F
i
s
s
)

は、

2
．

沈

黙

効

果

（
一
三
四
一
）



し、
ウ
ェ
イ
ン
ス
タ
イ
ン
は
ま
ず
、

パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
ス
コ
ー
ス
の
一
部
で
あ
る
ヘ
イ
ト
・
ス
ピ
ー
チ

（
一
三
四
二
）

彼
は
、
白
人
至
上
主
義
の
性
質
を
持
つ
表
現
・
行
為
の
主
要
な
目
的
と
効
果
は
白
人
で
な
い
人
々
が
国
家

(
t
h
e
b
o
d
y
 p
o
l
i
t
i
c
)

に
完
全

(15) 

に
参
加
す
る
こ
と
を
排
除
す
る
こ
と
で
あ
る
と
し
、
人
種
差
別
主
義
の
表
現
や
行
為
は
直
接
的
か
つ
明
白
で
あ
る
と
す
る
の
で
あ
る
。

ヘ
イ
ト
・
ス
ピ
ー
チ
が
発
せ
ら
れ
た
と
き
、
思
想
市
場
が
歪
曲
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
に
よ
る
表

現
の
価
値
が
減
じ
ら
れ
る
こ
と
、
そ
の
標
的
と
な
る
人
々
が
沈
黙
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
表
現
の
総
量
が
減
じ
ら
れ
る
こ
と
を
問
題

(16) 

に
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

れ
た
り
、
人
種
差
別
的
な
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
曇
サ
イ
ト
で
入
手
さ
れ
た
り
す
る
人
種
差
別
的
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
）
は
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
が
話

す
と
き
に
彼
／
彼
女
ら
の
「
権
威

(
a
u
t
h
o
r
i
t
y
)
」
や
「
信
用
性

(
c
r
e
d
i
b
i
l
i
t
y
)
」
に
傷
を
つ
け
る
こ
と
は
十
分
に
あ
り
う
る
が
、
こ
の

(17) 

よ
う
な
表
現
が
文
字
通
り
多
く
の
沈
黙
に
責
任
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
疑
わ
し
い
と
す
る
。

さ
ら
に
彼
は
、
沈
黙
効
果
に
よ
っ
て
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
ス
コ
ー
ス
か
ら
価
値
の
あ
る
観
点
が
奪
わ
れ
る
と
す
る
フ
ィ
ス
の
主
張
に
対

ヘ
イ
ト
・
ス
ピ
ー
チ
や
ポ
ル
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
の
抑
制
効
果
の
ゆ
え
に
あ
る
考
え
や
観
点
が
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
ス
コ
ー
ス
か
ら
奪
わ

れ
る
と
い
う
証
拠
を
フ
ィ
ス
は
提
供
し
て
い
な
い
と
し
、
公
的
な
議
論
が
貧
弱
な
も
の
と
さ
れ
て
い
る
と
想
定
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
と

(18) 

す
る
。
彼
は
、
い
か
な
る
思
想
や
見
解
を
ヘ
イ
ト
・
ス
ピ
ー
チ
が
抑
制
し
て
い
る
か
に
つ
い
て
は
推
測
に
頼
ら
ざ
る
を
え
な
い
と
す
る
。

た
と
え
ば
ジ
ェ
ン
ダ
ー
と
人
種
の
平
等
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
ス
コ
ー
ス
か
ら
排
除
さ
れ
て
い
る
と
主
張
す
る
こ
と
は
ほ

と
ん
ど
で
き
な
い
し
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
ス
コ
ー
ス
か
ら
女
性
や
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
の
ラ
デ
ィ
カ
ル
な
観
点
が
奪
わ
れ
て
い
る
こ
と
も

(19) 

な
い
と
さ
れ
る
。

②

反

対

説

ロ
ー
レ
ン
ス
は
、

関
法
第
五
一
二
巻
六
号

（
た
と
え
ば
、
本
と
し
て
出
版
さ

七
六



ヘ
イ
ト
・
ス
ピ
ー
チ
の
害
悪
と
規
制
の
可
能
性
(
-
)

レ
ン
ス
は
、
「
ニ
ガ
ー
」
、
「
ス
ピ
ッ
ク
」
、
「
ジ
ャ
ッ
プ

リ
ア
人
、

い
る
と
し
、
「
ニ
ガ
ー

プ

(
n
i
g
g
e
r
)
」
、
「
ウ
ォ
ッ

(
s
p
i
c
k
)
」
、
「
カ
イ
ク

デ
ィ
ル
ガ
ド
は
、

フ
リ
ー
ド

(
C
h
a
r
l
e
s
F
r
i
e
d
)
 
は
、
フ
ィ
ス
や
ロ
ー
レ
ン
ス
の
沈
黙
効
果
の
主
張
に
類
似
す
る
マ
ッ
キ
ノ
ン

(20) 

の
ポ
ル
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
に
よ
る
沈
黙
効
果
の
主
張
に
反
論
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
マ
ッ
キ
ノ
ン
の
不
満
の
対
象
で
あ
る
沈
黙
効

果
は
女
性
が
話
す
権
利
を
持
っ
て
い
な
い
と
確
徊
し
、
他
者
が
、
女
性
が
聞
か
れ
る
価
値
が
な
い
と
確
信
す
る
場
合
に
の
み
生
じ
る
沈
黙

効
果
で
あ
る
と
し
、
果
た
し
て
ロ
ー
マ
・
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
は
、
ヴ
ォ
ル
テ
ー
ル
に
よ
る
批
評
が
、
信
者
の
信
仰
を
揺
る
が
し
、
信
者
で

な
い
人
々
が
教
会
の
主
張
を
受
け
入
れ
よ
う
と
す
る
気
持
ち
を
減
じ
る
が
ゆ
え
に
、
教
会
か
ら
信
教
の
自
由
を
奪
う
と
い
う
不
平
を
述
べ

と
問
う
て
い
紅
。
こ
の
よ
う
な
批
判
は
フ
ィ
ス
や
ロ
ー
レ
ン
ス
の
主
張
に
対
し
て
も
向
け
ら
れ
う
る
で

る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
か
、

(22) 

あ
ろ
う
。

七
七

(
k
i
k
e
)
」

ヘ
イ
ト
・
ス
ピ
ー
チ
が
社
会
一
般
の
礼
節
を
損
な
う
が
ゆ
え
に
そ
れ
を
規
制
し
う
る
と
す
る
主
張
は
、
現
在
で
は
ほ
と
ん
ど
見
当
た
ら

な
い
が
、
特
定
の
差
別
語

(
e
p
i
t
h
e
t
s
)

を
用
い
る
こ
と
が
許
さ
れ
な
い
と
す
る
説
は
社
会
に
お
け
る
最
低
限
の
礼
節
を
要
求
す
る
も
の

と
み
な
し
う
る
。

一
定
の
言
葉
は
不
快
で
あ
り
、
傷
つ
け
る
よ
う
に
の
み
図
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
、
今
日
ほ
と
ん
ど
の
人
々
が
知
っ
て

ス
ペ
イ
ン
系
ア
メ
リ
カ
人
、

(
w
o
p
)
」
、
「
ス
ピ
ッ
ク

ユ
ダ
ヤ
人
に
対
す
る
侮
蔑
語
）

（
そ
れ
ぞ
れ
黒
人
、
イ
タ

(23) 

の
よ
う
な
言
葉
に
は
そ
れ
以
外
の
用
い
方
は
な
い
と
す
る
。

①
礼
節
侵
害
の
主
張

3

礼
節
の
侵
害

（
一
三
四
三
）

ロ
ー

(
J
a
p
)
」
、
「
カ
イ
ク
」
と
呼
ば
れ
る
経
験
は
顔
面
に
平
手
打
ち
を
く
ら
う
よ
う
な

(
C
a
t
h
e
r
i
n
e
 M
a
c
k
i
n
n
o
n
)
 



的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
の
メ
ン
バ
ー
に
と
っ
て
特
に
重
要
で
あ
る
。

し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
説
に
は
多
く
の
批
判
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
カ
ー
ス
ト

ん
で
座
り
、
最
大
限
の
礼
節
を
も
っ
て
熟
慮
し
、
見
解
を
交
換
し
、
公
的
問
題
を
決
定
す
る
よ
う
な
、
市
民
的
真
実
に
向
か
っ
て
と
も
に

思
考
す
る
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
呼
び
起
こ
す
修
正
一
条
の
モ
デ
ル
を
市
民
的
熟
慮
モ
デ
ル

び
、
そ
れ
は
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
主
要
な
価
値
が
共
有
さ
れ
、
不
一
致
が
主
に
方
法
・
手
段
に
関
わ
る
国
家
に
と
っ
て
は
適
切
で
あ
る
よ(26) 

う
に
思
わ
れ
る
が
、
文
化
的
な
境
界
線
上
で
は
表
現
は
概
し
て
慎
重
な
も
の
で
は
な
く
、
し
ば
し
ば
礼
儀
正
し
い
も
の
で
は
な
い
と
す
る
。

(27) 

カ
ー
ス
ト
は
次
の
よ
う
に
言
う
。
従
属
さ
せ
ら
れ
た
集
団
に
と
っ
て
、
解
放
す
る
表
現

(the
liberating e
x
p
r
e
s
s
i
o
n
)

の
目
的
は
単

に
特
定
の
政
府
行
為
だ
け
で
な
く
、
何
百
も
の
人
々
の
文
化
的
適
応
の
繰
り
返
し
を
含
む
。
表
現
の
自
由
は
こ
の
プ
ロ
セ
ス
の
核
心
に
あ

る
が
、
我
々
が
最
も
必
要
と
す
る
表
現
は
修
正
一
条
の
市
民
的
熟
慮
モ
デ
ル
の
中
心
外
に
あ
り
、
包
含
の
ナ
ラ
テ
ィ
ブ

tives o
f
 inclusion)

を
聞
く
こ
と
を
奨
励
す
る
慣
習
を
生
み
出
す
た
め
に
、
我
々
は
そ
の
モ
デ
ル
の
限
界
を
越
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ま
た
、
修
正
一
条
の
市
民
的
熟
慮
の
ビ
ジ
ョ
ン
に
お
い
て
、
伝
統
的
で
な
い
表
現
形
態
は
理
性
的
表
現

(the
S
p
e
e
c
h
 o
f
 R
e
a
s
o
n
)
 

境
界
を
越
え
た
も
の
と
し
て
退
け
ら
れ
う
る
が
、
そ
の
よ
う
な
表
現
形
態
は
比
較
的
貧
し
く
正
規
の
教
育
を
欠
い
て
い
る
人
種
的
・
民
族

彼
に
よ
れ
ば
、
市
民
的
議
論
の
モ
デ
ル
の
貧
弱
な
理
解
は
表
現
の
自
由
の
機
能
に
つ
い
て
の
見
解
を
曇
ら
せ
る
ば
か
り
で
な
く
、
従
属

(28) 

さ
せ
ら
れ
た
集
団
の
解
放
す
る
表
現
を
脅
か
す
も
の
で
あ
る
。

②

反

対

説

(25) 

こ
れ
ら
の
説
が
強
調
す
る
差
別
語
の
有
害
性
は
、
比
較
的
謙
抑
的
な
規
制
を
提
案
し
て
い
る
論
者
の
間
で
も
認
め
ら
れ
て
い
る
。

第
五
三
巻
六
号

(24) 

も
の
で
あ
る
と
す
る
。

関
法

(the m
o
d
e
l
 o
f
 civic deliberation) 

(
K
e
n
n
e
t
h
 L. 
K
a
r
s
t
)

は
、
市
民
が
テ
ー
ブ
ル
を
囲

七
八

（
一
三
四
四
）

乎"＂L
 

と

(the n
a
r
r
a
 ,
 

の



(33) 

ロ
ー
レ
ン
ス
は
、

N
e
w
Y
o
r
k
 T
i
m
e
s
 Co. 
v. 
Sulli
尽
m

と
そ
の
後
の
一
連
の
事
例
は
、
十
分
に
情
報
を
与
え
ら
れ
る
大
衆
の
利
益
と
、

自
ら
の
名
声
を
主
張
す
る
名
誉
を
毀
損
さ
れ
た
人
々
の
競
合
利
益
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
る
こ
と
へ
の
関
心
を
示
し
て
い
る
と
し
た
上
で
、

名
誉
を
毀
損
さ
れ
た
人
々
の
利
益
は
、

S
u
l
lざ

g
判
決
と
そ
の
後
の
一
連
の
事
例
に
お
い
て
よ
り
も
、
人
種
差
別
的
名
誉
毀
損
の
ケ
ー

(34) 

ス
に
お
け
る
ほ
う
が
は
る
か
に
強
い
と
す
る
。

な
ぜ
な
ら
、
彼
に
よ
れ
ば
、

S
u
l
l
i
v
a
n
判
決
の
ル
ー
ル
は
後
に
誤
っ
て
い
る
と
証
明
さ
れ
る
事
実
の
言
明
を
保
護
す
る
こ
と
で
あ
る

①
 

ヘ
イ
ト
・
ス
ピ
ー
チ
の
害
悪
と
規
制
の
可
能
性
(
-
)

ま
た
、
不
快
な
表
現
の
規
制
は
一
定
の
発
言
や
行
動
が
礼
節
を
尊
重
す
る
対
話
に
お
い
て
用
い
ら
れ
る

表
現
で
あ
る
と
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
に
依
存
す
る
が
、
こ
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
は
古
い
地
方
の
エ
リ
ー
ト
が
衰
え
て
い
き
、
政
治
的
コ
ミ
ュ
ニ

(29) 

テ
ィ
ー
が
同
質
的
で
な
く
な
る
に
つ
れ
て
大
部
分
は
消
え
て
い
っ
た
と
す
る
見
解
も
あ
る
。
さ
ら
に
、
差
別
語

(epithets)

(30) 

じ
る
よ
う
な
こ
と
は
低
い
知
的
水
準
の
表
現
を
差
別
す
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
と
も
言
わ
れ
る
。

あ
る
差
別
語

(epithets)

が
有
害
で
あ
る
か
ど
う
か
は
時
に
よ
っ
て
変
わ
る
と
も
言
え
る
。
ダ
マ
ト

あ
る
表
現
が
も
た
ら
す
有
害
な
結
果
の
独
立
し
た
証
拠
を
示
す
こ
と
は
可
能
で
あ
る
が
、
特
定
の
発
言
を
そ
れ
自
体

S
er se)

有
害
な

(31) 

も
の
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
す
る
。
彼
に
よ
れ
ば
、
我
々
が
そ
れ
自
体
有
害
な
言
葉
を
考
え
る
と
き
、
我
々
は
、
今
日
で
は
仰
天
さ

せ
る
よ
う
な
表
現
が
次
の
年
に
は
パ
ロ
デ
ィ
ー
と
な
り
、
そ
の
次
の
年
に
は
運
動
場
で
の
わ
め
き
声
に
な
る
ほ
ど
急
速
に
変
化
し
て
い
る

(32) 

不
確
定
な

(indeterminate)

文
化
と
衝
突
す
る
の
で
あ
る
。

集
団
的
名
誉
毀
損
の
主
張

4
．
集
団
的
名
誉
の
毀
損

七
九

（
一
三
四
五
）

(
A
n
t
h
o
n
e
y
 D
'
A
m
a
t
o
)

は、

の
み
を
禁

（
あ
る
い
は
用
い
ら
れ
な
い
）



(assault) 

が
、
人
種
差
別
的
言
葉

(epithets)

は
真
偽
を
証
明
さ
れ
う
る
事
実
の
言
明
と
し
て
で
は
な
く
、
脅
し

(35) 

る
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、

S
u
l
l
i
v

g
判
決
と
そ
の
後
の
一
連
の
事
例
は
、
公
的
問
題
は
活
発
に
議
論
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、

と
し
て
発
せ
ら
れ

誤
っ
た
考
え
の
よ
う
な
も
の
は
な
い
と
し
て
い
る
が
、
彼
は
、
人
種
差
別
的
侮
辱
は
広
く
開
か
れ
た
議
論
を
奨
励
す
る
も
の
で
は
な
い
と

(36) 

考
え
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

ヘ
イ
ト
・
ス
ピ
ー
チ
が
集
団
の
名
誉
を
毀
損
す
る
と
い
う
主
張
は
、
と
り
わ
け
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
存
在
を
重
視
す
る
理
論
の

中
に
見
ら
れ
る
。
人
間
は
共
同
生
活
へ
の
参
加
を
通
じ
て
の
み
人
間
独
特
の
能
力
を
発
展
さ
せ
、
発
揮
す
る
が
ゆ
え
、
個
人
と
し
て
は
不

(37) 

完
全
で
あ
る
と
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
タ
リ
ア
ン
の
政
治
理
論
を
前
提
と
す
る
あ
る
論
者
は
概
ね
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
持

つ
こ
と
は
、
個
人
の
、
他
の
メ
ン
バ
ー
と
平
等
に
共
有
さ
れ
る
能
力
に
よ
る
帰
属
の
主
張
を
認
め
る
こ
と
に
等
し
い
。
特
定
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
に
独
自
の
特
徴
を
与
え
る
も
の
は
、
誰
が
平
等
で
、
そ
れ
ゆ
え
誰
が
メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ
の
資
格
を
持
つ
か
を
同
定
す
る
原
理
で
あ

る
。
集
団
を
誹
謗
す
る
表
現
を
許
容
す
れ
ば
、
そ
の
よ
う
な
表
現
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
概
念
に
固
有
の
も
の
で
あ
る
平
等
の
理
想
を
傷

つ
け
る
が
ゆ
え
に
政
治
的
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
全
体
が
害
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
集
団
的
名
誉
毀
損
を
許
容
す
る
こ
と
は
、
集
団
的
名
誉
毀

損
の
甘
受
が
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
に
不
可
欠
な
感
受
性

(sensibilities)

を
認
め
な
い
こ
と
に
よ
っ
て
人
格
の
尊
重
を
怠
る
が
ゆ
え

今
日
、

関
法
第
五
三
巻
六
号

の
勝
利
を
示
し
て
い
る
と
し
た
上
で
、
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
が
前
提
と
す
る
、
表
現
と

に
、
そ
の
よ
う
な
表
現
の
標
的
の
、
政
治
的
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
に
お
け
る
平
等
な
メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ
を
否
定
す
る
こ
と
に
等
し
い
。

(38) 

サ
ン
デ
ル

(
M
i
c
h
a
e
l
S
a
n
d
e
l
)

は
、
B
e
aミ
h
a
r
n
a
i
s
さ
•
Illionis
か
ら
ス
コ
ー
キ
ー
事
件
、
イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
ポ
リ
ス
の
事
件
に
至
る

（
⑳
）
 

三

0
年
は
手
続
的
共
和
国

(
p
r
o
c
e
d
u
r
a
l
r
e
p
u
b
l
i
c
)
 

社
会
的
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
と
の
関
係
、
個
人
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
と
共
同
体
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
と
の
関
係
に
つ
い
て
の
理
論
に

(40) 

つ
い
て
以
下
の
よ
う
な
異
議
を
唱
え
て
い
る
。

八
〇

（
一
三
四
六
）



ヘ
イ
ト
・
ス
ピ
ー
チ
の
害
悪
と
規
制
の
可
能
性
(
-
)

①
精
神
的
害
悪
の
主
張

5
．
精
神
的
害
悪

る
し
、 ②

反

対

説

J¥ 

第
一
に
、
人
種
差
別
主
義
者
や
ナ
チ
ス
等
を
、
中
立
性
の
名
の
下
に
保
護
す
る
こ
と
は
、
特
定
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

属
し
、
そ
の
地
位
に
社
会
的
評
価
が
大
い
に
依
存
す
る
）

こ
れ
に
対
し
、

の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
、
人
々
を
尊
重
し
な
い
こ
と
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
と
さ

れ
る
。
ま
た
、
表
現
が
社
会
的
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
を
唱
導
す
る
だ
け
で
あ
り
、
決
し
て
そ
の
一
部
と
な
る
こ
と
が
な
い
と
い
う
理
論
を
推
し

進
め
る
こ
と
は
、
表
現
が
引
き
起
こ
す
か
も
し
れ
な
い
物
理
的
害
悪
か
ら
独
立
し
て
そ
れ
が
投
げ
か
け
る
害
悪
を
認
め
な
い
に
等
し
い
と

(41) 

も
言
わ
れ
る
。

フ
リ
ー
ド
は
、
集
団
的
名
誉
毀
損
が
大
衆
の
価
値
観
や
感
情
を
変
化
さ
せ
る
と
い
う
こ
と
を
恐
れ
る
が
ゆ
え
に
そ
れ
を

禁
止
す
る
こ
と
に
反
対
し
て
い
刷
。
彼
に
よ
れ
ば
、
公
的
な
領
域
に
お
い
て
は
、
国
家
は
真
実
の
―
つ
の
見
方
を
押
し
付
け
て
は
な
ら
ず
、

(43) 

大
衆
は
自
ら
真
実
を
選
り
分
け
る
こ
と
を
委
ね
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

ウ
ェ
イ
ン
ス
タ
イ
ン
は
、
集
団
の
名
誉
を
毀
損
す
る
よ
う
な
表
現
は
、
支
配
的
集
団
の
メ
ン
バ
ー
を
犠
牲
者
か
ら
遠
ざ
け
る
こ
と
に
な

マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
が
支
配
的
集
団
に
属
す
る
人
々
を
疑
い
の
目
で
見
る
原
因
に
も
な
る
と
し
て
、
独
特
の
害
悪
が
あ
る
こ
と
を
認

め
つ
つ
、
こ
れ
ら
の
害
悪
を
生
み
出
す
主
な
原
因
が
集
団
の
名
誉
を
毀
損
す
る
よ
う
な
表
現
に
あ
る
と
い
う
点
を
疑
問
視
し
、
教
育
等
の

社
会
的
営
為
や
、
大
衆
的
メ
デ
ィ
ア
に
お
け
る
よ
り
穏
や
か
な
イ
メ
ー
ジ
付
け
に
主
な
責
任
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
を
示

唆
し
て
い
（
紐
゜

（
一
三
四
七
）

（
そ
こ
に
人
々
が



で

(
M
a
r
i
 J
.
 
M
a
t
s
u
d
a
)
 

即
時
的
な
も
の
で
あ
る
。
冷
酷
な
ヘ
イ
ト
・
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
の
犠
牲
者
は
、
内
臓
疾
患
、
心
拍
数
増
加
、
呼
吸
困
難
、
悪
夢
、

(45) 

高
血
圧
、
精
神
病
、
自
殺
に
わ
た
る
生
理
的
兆
候
と
感
情
的
苦
痛
を
経
験
し
て
き
た
。
」

ロ
ー
レ
ン
ス
は
、

(46) 

で
あ
る
と
す
る
。
人
種
差
別
的
言
葉

(epithets)

ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー

（
一
三
四
八
）

は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。
「
ヘ
イ
ト
・
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
消
極
的
効
果
は
犠
牲
者
に
と
っ
て
実
際
的
か
つ

P
T
S
D
、

ヘ
イ
ト
・
ス
ピ
ー
チ
が
生
む
精
神
的
傷
は
顔
を
殴
ら
れ
る
の
と
同
様
に
有
害
で
あ
り
、
し
ば
し
ば
そ
れ
以
上
に
深
刻

と
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
は
、

し
ば
し
ば
犠
牲
者
の
す
べ
て
の
生
活
側
面
に
広
が
る
深
い
感

情
的
傷
跡
、
不
安
感
、
恐
怖
を
も
た
ら
す
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
ま
た
、
多
く
の
ヘ
イ
ト
・
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
の
犠
牲
者
は
心
拍
数
増
加

や
呼
吸
困
難
の
よ
う
な
生
理
的
、
感
情
的
兆
候
を
経
験
し
て
き
た
と
さ
れ
る
。

(
L
a
r
r
y
 A
l
e
x
a
n
d
e
r
)
 
は
、
「
ヘ
イ
ト
・
ス
ピ
ー
チ
は
か
な
り
精
神
的
に
苦
痛
で
あ
る
と
い
う
の
は
も
っ
と
も
で
あ

ヘ
イ
ト
・
ス
ピ
ー
チ
は
ヘ
イ
ト
・
ス
ピ
ー
チ
そ
れ
自
体
と
し
て
本
質
的
に
有
害
で
あ
る
の
か
」
と
い
う
問
い
対
し
て
否
と
答
え
、

(47) 

精
神
的
に
苦
痛
で
あ
る
の
は
ヘ
イ
ト
・
ス
ピ
ー
チ
を
発
す
る
人
が
差
別
的
な
態
度
や
信
念
を
持
っ
て
い
る
と
知
る
こ
と
で
あ
る
と
す
る
。

ヘ
イ
ト
・
ス
ピ
ー
チ
は
そ
の
よ
う
な
態
度
や
信
念
を
示
す
も
の
で
は
あ
る
が
、
そ
の
よ
う
な
態
度
や
信
念
は
別
の
、

い
ろ
い
ろ
な
方
法

（
た
と
え
ば
表
現
で
は
な
く
行
為
を
通
じ
て
）
知
ら
れ
う
る
し
、
た
と
え
ヘ
イ
ト
・
ス
ピ
ー
チ
に
よ
っ
て
そ
れ
ら
が
知
ら
れ
る
の
で
あ

る
と
し
て
も
、
そ
の
ス
ピ
ー
チ
は
た
と
え
ば
新
聞
広
告
の
中
で
の
人
種
差
別
的
言
明
と
同
様
の
知
識
を
伝
え
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
意
味

(48) 

で
、
そ
も
そ
も
修
正
一
条
に
よ
る
保
護
を
受
け
る
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
彼
は
、
も
し
あ
る
人
が
、
別
の
人
が
自
分
の
人
種
の
メ
ン

バ
ー
に
つ
い
て
悪
く
思
っ
て
い
る
と
い
う
痛
ま
し
い
知
識
を
持
っ
て
い
る
な
ら
ば
、
実
際
に
人
種
差
別
的
言
葉

(epithets)

を
あ
び
せ

(49) 

る
よ
う
な
こ
と
を
さ
れ
て
も
、
そ
れ
自
体
は
何
ら
苦
痛
を
追
加
す
る
も
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
と
す
る
。

る
が
、 ②

反

対

説

マ
ツ
ダ

関
法
第
五
一
二
巻
六
号

J¥ 



ヘ
イ
ト
・
ス
ピ
ー
チ
の
害
悪
と
規
制
の
可
能
性
(
-
)

ポ
ス
ト

た
と
え
ば
マ
ツ
ダ
は
、
人
種
差
別
思
想
が
誤
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
我
々
が
歴
史
的
経
験
か
ら
得
た
普
遍
的
な
共
通
認
識
で
あ
る
と

し
、
人
種
差
別
的
表
現
は
そ
う
し
た
思
想
の
表
明
で
あ
り
、
し
か
も
極
め
て
有
害
な
影
響
を
も
た
ら
す
が
ゆ
え
に
、
「
特
有
の

(53) 

習
eris)
」
カ
テ
ゴ
リ
ー
と
し
て
扱
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
す
る
。
彼
女
は
人
種
差
別
的
表
現
が
そ
の
内
容
の
ゆ
え
に
質
的
に
異
な
っ
た

(54) 

も
の
で
あ
り
、
従
来
の
修
正
一
条
の
法
理
か
ら
切
り
離
し
て
規
制
を
正
当
化
で
き
る
と
す
る
の
で
あ
る
。

(
R
o
b
e
r
t
 
C. P
o
s
t
)
 

に
よ
っ
て
自
己
決
定
の
価
値
に
仕
え
る
と
し
、
も
し
国
家
が
特
定
の
思
想
の
表
明
を
禁
じ
る
な
ら
ば
、
政
府
は
他
律
的
で
非
民
主
的
に

―
つ
に
し
よ
う
と
す
る
。

一
部
の
学
説
は
、

(Franklyn S
.
 
Hairnan) 

J¥ 

は
、
表
現
か
ら
生
じ
る
害
悪
と
行
為
の
結
果
と
し
て
生
じ
る
害
悪
は
異
な
る
と
し
、

(
s
u
i
 

ト
・
ス
ピ
ー
チ
が
も
た
ら
す
マ
イ
ナ
ス
効
果
は
ヘ
イ
ト
・
ス
ピ
ー
チ
の
犠
牲
者
の
心
の
中
で
生
じ
る
も
の
に
よ
っ
て
媒
介
さ
れ
る
の
で
あ

(50) 

り
、
自
動
的
な
、
あ
る
い
は
不
可
避
な
も
の
で
な
い
と
す
る
。
彼
は
、
犠
牲
者
を
傷
つ
け
る
の
が
ヘ
イ
ト
・
ス
ピ
ー
チ
に
よ
っ
て
伝
え
ら

(51) 

れ
る
思
想
で
あ
る
な
ら
ば
、
発
言
の
意
味
が
脳
を
通
じ
て
処
理
さ
れ
る
ま
で
は
、
そ
の
傷
は
感
じ
と
ら
れ
な
い
で
あ
ろ
う
と
す
る
。
「
精

神
が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
処
理
す
る
と
き
は
い
つ
で
も
、
そ
れ
は
刺
激
に
な
る
も
の
と
返
答
と
の
間
の
媒
介
と
し
て
作
用
し
て
い
る
。

(52) 

そ
の
こ
と
は
、
…
…
熟
考
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
」
。

ヘ
イ
ト
・
ス
ピ
ー
チ
が
生
み
出
す
害
悪
以
前
に
、
そ
の
内
容
自
体
を
悪
と
み
な
し
、
そ
れ
を
規
制
の
正
当
化
事
由
の

①
人
種
差
別
思
想
の
害
悪

6
．
そ
の
他
の
害
悪

ハ
イ
マ
ン

は
こ
の
よ
う
な
主
張
に
反
対
す
る
。
民
主
主
義
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
構
造
を
打
ち
立
て
る
こ
と

（
一
三
四
九
）

ヘ
イ



（
一
三
五
0
)

第
五
三
巻
六
号

(55) 

な
っ
て
し
ま
う
と
す
る
。
そ
し
て
、
自
己
決
定
の
価
値
は
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
ス
コ
ー
ス
が
す
べ
て
の
意
見
に
開
か
れ
て
い
る
こ
と
を
要

求
す
る
の
で
あ
り
、
人
種
差
別
的
思
想
は
「
本
来
的
悪
」
で
あ
る
が
ゆ
え
に
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
ス
コ
ー
ス
の
中
で
禁
じ
ら
れ
る
べ
き
で

(56) 

あ
る
と
い
う
考
え
は
修
正
一
条
の
自
由
の
理
論
的
根
拠
と
根
本
的
に
矛
盾
す
る
と
さ
れ
る
。

マ
ツ
ダ
ら
が
人
種
差
別
的
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
の
蔓
延
を
緊
急
の
も
の
と
感
じ
て
い
る
が
ゆ
え
に
人
種
差
別
的
表
現
規
制
を
支

持
す
る
も
の
と
み
な
す
が
、
そ
の
よ
う
な
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
の
蔓
延
は
人
種
差
別
主
義
が
普
遍
的
に
非
難
さ
れ
て
い
る
と
い
う
結
論
を
弱
め

(57) 

る
と
す
る
。暴

力
的
返
答

面
前
に
い
な
い
ヘ
イ
ト
・
ス
ピ
ー
チ
の
犠
牲
者
に
よ
っ
て
暴
力
的
返
答
が
な
さ
れ
う
る
こ
と
を
理
由
に
ヘ
イ
ト
・
ス
ピ
ー
チ
を
規
制
す

(
K
e
n
t
 G
r
e
e
n
a
w
a
l
t
)
 
は
、
表
現
の
自
由
を
保
護
す
る
理
由
が
事
実
の
表
明
や
価
値
の
主
張
を
広
く
包
含
す
る

こ
と
を
前
提
に
、
目
の
前
に
い
な
い
人
々
に
つ
い
て
侮
辱
や
集
団
的
差
別
語

(epithets)

が
語
ら
れ
る
と
き
、
そ
れ
は
特
徴
づ
け
を
行

い
、
判
断
を
下
す
極
端
に
粗
野
な
方
法
で
あ
り
、
表
現
の
自
由
を
保
護
す
る
広
範
な
理
由
の
多
く
が
明
ら
か
に
あ
て
は
ま
る
と
す
困
゜

こ
の
よ
う
な
説
に
対
し
て
反
論
す
る
見
解
は
ほ
と
ん
ど
見
当
た
ら
な
い
。
ア
メ
リ
カ
の
学
説
が
、

に
い
な
い
聞
き
手
に
よ
る
暴
力
的
返
答
の
危
険
か
ら
正
当
化
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
を
認
め
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
よ
う
で
あ
る
。

ヘ
イ
ト
・
ス
ピ
ー
チ
規
制
の
主
張
の
中
に
は
、
表
現
が
、
そ
れ
に
さ
ら
さ
れ
た
人
々
が
有
害
に
行
動
す
る
よ
う
に
導
く
性
質
を
持
つ
が

ゆ
え
に
規
制
さ
れ
る
と
い
う
理
論
的
根
拠
を
持
ち
出
す
も
の
も
あ
り
う
る
。

ウ
ェ
イ
ン
ス
タ
イ
ン
は
人
種
差
別
的
信
念
と
人
種
差
別
的
行
為
と
の
間
に
強
い
つ
な
が
り
が
存
在
す
る
こ
と
は
疑
い
え
な
い
と
し
つ
つ
、

グ
リ
ー
ナ
ウ
ォ
ル
ト

る
こ
と
は
可
能
で
あ
ろ
う
か
。

②
 

ポ
ス
ト
は
、

関
法

ヘ
イ
ト
・
ス
ピ
ー
チ
規
制
が
目
の
前

八
四



ヘ
イ
ト
・
ス
ピ
ー
チ
の
害
悪
と
規
制
の
可
能
性
(
-
)

自

尊

侵

害

八
五

問
題
と
な
る
人
種
差
別
的
行
為
を
法
的
審
理
の
対
象
に
な
る
も
の
に
限
定
す
れ
ば
、
人
種
差
別
的
信
念
を
持
つ
す
べ
て
の
人
々
が
人
種
差

(59) 

別
的
行
為
に
従
事
す
る
と
い
う
の
は
あ
り
そ
う
に
な
い
と
す
る
。
彼
に
よ
れ
ば
、
ヘ
イ
ト
・
ス
ピ
ー
チ
の
禁
止
の
支
持
者
は
人
種
差
別
的

(60) 

プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
が
「
違
法
な

(unlawful)
」
差
別
的
行
為
の
重
大
な
原
因
で
あ
る
と
示
す
デ
ー
タ
を
提
示
し
て
い
な
い
。

ヘ
イ
ト
・
ス
ピ
ー
チ
規
制
が
煽
動
さ
れ
た
第
三
者
に
よ
る
暴
力
的
返
答
の
危
険
か
ら
正
当
化
さ
れ
る
と
い
う
こ

(61) 

と
を
認
め
る
こ
と
も
ほ
と
ん
ど
な
い
よ
う
で
あ
る
。

ロ
ー
レ
ン
ス
は

B
r
o
w
n
判
決
に
お
い
て
、
汚
名
を
着
せ
る
こ
と
を
妨
げ
る
こ
と
が
連
邦
最
高
裁
の
判
決
の
核
心
で
あ
っ
た
と
し
、
人

種
別
学
は
、
主
と
し
て
人
種
別
学
が
伝
え
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
、
黒
人
の
子
ど
も
は
不
可
触
民
で
あ
り
、
白
人
の
子
供
と
教
育
さ
れ
る
に
は
適

さ
な
い
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
ゆ
え
に
違
憲
で
あ
っ
た
と
す
紅
゜

こ
の
こ
と
か
ら
彼
は
、

B
r
o
w
n
判
決
は
人
種
差
別
的
表
現
の
内
容
を
規
制
す
る
も
の
と
し
て
読
ま
れ
う
る
と
し
、
そ
の
判
決
は
表
現

(63) 

内
容
の
規
制
が
違
憲
と
推
定
さ
れ
る
と
い
う
通
常
の
ル
ー
ル
の
例
外
で
あ
る
と
す
る
。
こ
の
よ
う
な
結
論
は
表
現
と
行
為
を
混
同
す
る
も

の
で
あ
る
と
い
う
想
定
さ
れ
る
批
判
に
対
し
、
彼
は
、
表
現
要
素
を
伴
う
す
べ
て
の
行
為
が
保
護
さ
れ
な
い
表
現
と
し
て
扱
わ
れ
る
べ
き

で
あ
る
と
す
る
わ
け
で
な
い
と
し
、

B
r
o
w
n
判
決
に
お
い
て
人
種
別
学
を
違
法
と
す
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
は
無
関
係
な
目
的
は
な
か
っ
た

(64) 

こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
ス
ト
ロ
ッ
セ
ン
は
、
表
現
と
行
為
の
区
分
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
、

を
批
判
す
る
。

彼
女
は

B
r
o
w
n
判
決
に
お
い
て
間
題
と
な
っ
た
行
為
の
副
産
物
は
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
付
随
的
な
も
の

③
 

ア
メ
リ
カ
の
学
説
が
、

（
一
三
五
一
）

ロ
ー
レ
ン
ス
に
よ
る

B
r
o
w
n
判
決
の
解
釈



マ
ツ
ダ
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。
「
何
百
人
も
の
警
官
が
人
種
差
別
的
デ
モ
の
参
加
者
を
保
護
す
る
た
め
に
出
動
す
る
と
き
、
裁
判
所

が
人
種
差
別
的
侮
辱
に
対
す
る
救
済
を
拒
否
す
る
と
き
、
人
種
差
別
的
攻
撃
が
悪
ふ
ざ
け
で
あ
る
も
の
と
し
て
政
府
に
よ
っ
て
あ
っ
さ
り

に
共
感
を
示
す
か
、

と
片
付
け
ら
れ
る
と
き
、
犠
牲
者
は
国
籍
を
失
う
。
標
的
と
な
る
集
団
の
メ
ン
バ
ー
は
人
種
差
別
的
表
現
を
促
進
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

(68) 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
が
自
ら
を
中
に
含
ま
な
い
こ
と
を
認
め
る
か
、
い
ず
れ
か
を
選
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」

こ
れ
に
対
し
、
グ
リ
ー
ナ
ウ
ォ
ル
ト
は
、
政
府
は
憲
法
的
価
値
に
反
す
る
す
べ
て
の
種
類
の
表
現
を
許
容
す
る
と
し
た
上
で
、
政
府
は

自
ら
の
行
動
、
教
育
等
に
よ
っ
て
平
等
を
促
進
し
た
り
、
表
現
以
外
の
行
動
を
規
制
し
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
、
人
種
差
別
的
表

で
あ
る
と
す
る
主
張
が
あ
る
。

ヘ
イ
ト
・
ス
ピ
ー
チ
の
害
悪
は
そ
れ
を
発
す
る
話
者
の
み
か
ら
生
じ
る
も
の
で
は
な
く
、
そ
れ
を
黙
視
す
る
政
府
か
ら
も
生
じ
る
も
の

④
政
府
に
よ
る
差
別
的
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
是
認

（
一
三
五
二
）

に
す
ぎ
な
か
っ
た
と
し
、
黒
人
の
子
ど
も
が
白
人
と
学
校
に
行
く
に
ふ
さ
わ
し
く
な
い
と
口
に
す
る
こ
と
は
黒
人
の
子
ど
も
が
白
人
と
学

(65) 

校
に
行
く
こ
と
を
法
的
に
禁
じ
る
こ
と
と
は
実
質
的
に
区
別
で
き
る
と
す
る
。

彼
女
は
、
も
し
付
随
的
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
行
為
を
表
現
に
転
換
で
き
る
な
ら
ば
、
す
べ
て
の
行
為
は
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
る
の
で
、
表

現
と
行
為
の
区
別
は
完
全
に
消
え
う
せ
る
で
あ
ろ
う
と
し
た
上
で
、
行
為
に
緊
密
に
結
び
つ
い
て
い
な
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
保
護
さ
れ
な
け

(66) 

れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
。

ま
た
、
ロ
ー
レ
ン
ス
は
限
ら
れ
た
一
部
の
人
種
差
別
的
表
現
の
み
を
規
制
し
う
る
と
す
る
が
、
人
種
差
別
的
表
現
全
体
が
行
為
と
み
な

さ
れ
る
が
ゆ
え
に
規
制
さ
れ
う
る
は
ず
で
あ
り
、
禁
止
さ
れ
る
べ
き
人
種
差
別
的
表
現
を
選
り
分
け
る
原
理
を
提
示
し
て
い
な
い
と
批
判

(67) 

さ
れ
る
。

関
法
第
五
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ヘ
イ
ト
・
ス
ピ
ー
チ
の
害
悪
と
規
制
の
可
能
性
(
-
)

リ
ッ
ク
・
デ
ィ
ス
コ
ー
ス
に
お
い
て
個
人
に
よ
っ
て
示
さ
れ
る
思
想
の
責
任
が
政
府
に
帰
せ
ら
れ
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
る
と
し
て
も
、
政

府
は
、
自
己
決
定
原
理
に
よ
っ
て
求
め
ら
れ
る
方
法
で
、
そ
の
思
想
に
対
し
て

(70) 

な
い
と
す
る
。
図
書
館
が
、
収
集
し
、
陳
列
す
る
本
の
著
者
の
見
解
を
是
認
し
て
い
る
と
理
解
さ
れ
れ
ば
そ
れ
が
機
能
し
え
な
い
の
と
同

様
に
、
民
主
主
義
に
お
い
て
も
、
政
府
が
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
ス
コ
ー
ス
に
お
い
て
私
人
に
よ
っ
て
表
明
さ
れ
る
思
想
を
是
認
し
て
い
る

(71) 

と
理
解
さ
れ
た
な
ら
ば
、
そ
れ
は
自
律
の
価
値
に
仕
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
さ
れ
る
。

一
部
の
学
説
は
、
リ
ベ
ラ
ル
な
表
現
の
自
由
理
論
が
ヘ
イ
ト
・
ス
ピ
ー
チ
の
害
悪
を
評
価
す
る
の
に
不
十
分
で
あ
り
、
対
抗
言
論
の
機

能
不
全
、
害
悪
の
不
均
等
な
配
分
を
十
分
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
と
し
て
い
た
こ
と
は
既
に
述
べ
た
。
し
か
し
、
犠
牲
者
が
特
定
さ
れ
て

等
に
配
分
さ
れ
て
い
る
と
言
い
切
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
も
し
れ
な
い
。

確
か
に
、
以
上
で
論
じ
た
害
悪
の
主
張
は
い
ず
れ
も
完
全
に
否
定
す
る
こ
と
の
で
き
る
も
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
れ
ら

い
ず
れ
の
主
張
も
、
犠
牲
者
が
特
定
さ
れ
て
い
な
い
場
合
に
ま
で
、
単
独
で
規
制
の
根
拠
と
し
う
る
も
の
と
は
言
え
そ
う
に
な
い
。

1
か
ら
4
の
害
悪
の
主
張
は
ラ
デ
ィ
カ
ル
な
立
場
に
立
つ
論
者
に
よ
っ
て
か
な
り
有
力
に
主
張
さ
れ
て
き
た
が
、

は
、
い
ず
れ
の
主
張
も
か
な
り
ラ
デ
ィ
カ
ル
な
も
の
で
あ
り
、
伝
統
的
な
表
現
の
自
由
理
論
の
根
底
を
崩
す
危
険
を
芋
む
も
の
と
み
な
さ

い
な
い
場
合
を
も
含
め
て
一
般
的
に
、

7

リ
ベ
ラ
ル
な
表
現
の
自
由
理
論
に
よ
る
害
悪
批
判

ま
た
、
ポ
ス
ト
は
、

ヘ
イ
ト
・
ス
ピ
ー
チ
に
よ
っ
て
対
抗
言
論
が
機
能
不
全
に
陥
る
、
あ
る
い
は
害
悪
が
極
度
に
不
均

「
応
答
し
て
い
る

八
七

ア
メ
リ
カ
に
お
い
て

（
一
三
五
三
）

(
r
e
s
p
o
n
s
i
v
e
)
」
と
は
考
え
ら
れ
え

(69) 

現
を
許
す
こ
と
が
必
ず
し
も
人
種
差
別
主
義
を
是
認
す
る
こ
と
に
な
る
と
は
限
ら
な
い
と
す
る
。

マ
ツ
ダ
の
議
論
は
民
主
的
自
己
統
治
に
よ
っ
て
求
め
ら
れ
る
公
私
区
分
を
拒
絶
す
る
も
の
で
あ
り
、
た
と
え
パ
ブ



か
ら
反
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ア
メ
リ
カ
の
多
く
の
学
説
が
な
お
強
い
抵
抗
を
示
し
て
い
る
の
は
首
肯
し
う
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。

他
方
、

（
女
性
の
セ
ク
シ
ャ
リ
テ
イ
ー
に
関
す
る
ス
テ
レ
オ

(
R
i
c
h
a
r
d
 P
o
s
n
e
r
)
 
の
議
論
が
参
考
に

（
一
三
五
四
）

5
の
精
神
的
害
悪
の
主
張
に
対
す
る
反
対
説
は
、
人
種
差
別
的
思
想
の
害
悪
が
表
現
の
形
態
で
現
れ
た
場
合
、
そ
れ
を
マ
イ
ナ

ス
評
価
す
る
こ
と
を
全
く
認
め
な
い
が
、
そ
こ
ま
で
極
端
に
リ
ベ
ラ
ル
な
主
張
は
ほ
と
ん
ど
賛
同
を
得
て
い
な
い
。
し
か
し
、
犠
牲
者
が

特
定
さ
れ
て
い
な
い
場
合
に
ヘ
イ
ト
・
ス
ピ
ー
チ
が
ど
れ
ほ
ど
の
精
神
的
害
悪
を
も
た
ら
す
か
は
明
ら
か
で
な
く
、
そ
の
よ
う
な
場
合
に

規
制
に
値
す
る
精
神
的
害
悪
を
見
出
す
こ
と
は
困
難
で
あ
ろ
う
。

確
か
に
、

思
わ
れ
る
。

い
ず
れ
の
害
悪
の
主
張
も
一
定
の
説
得
力
を
有
し
て
い
る
が
、
そ
こ
か
ら
即
座
に
規
制
の
正
当
性
を
導
く
こ
と
が
で
き
る
よ

う
な
も
の
で
は
な
さ
そ
う
で
あ
り
、

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
多
く
の
学
説
は
依
然
と
し
て
対
抗
言
論
に
よ
る
解
決
に
依
存
し
て
い
る
よ
う
に

連
邦
最
高
裁
は
と
り
わ
け
修
正
一
条
の
領
域
に
お
い
て
正
説
を
定
立
す
る
こ
と
を
敵
視
し
、
「
正
説
敵
視
の
原
則

(
a
n
t
i
'
o
r
t
h
o
d
o
x
y

(72) 

principle)
」
を
見
解
中
立
性
の
中
心
原
則
と
し
て
き
た
と
言
え
る
。
対
抗
言
論
の
健
全
な
機
能
を
期
待
で
き
る
と
き
に
ま
で
表
現
に
規

制
を
及
ぼ
す
と
き
、
ま
さ
に
国
家
が
正
説
を
定
立
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
、
見
解
中
立
性
が
求
め
る
も
の
に
そ
ぐ
わ
な
い
結
果
が

生
ま
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。
だ
と
す
れ
ば
、
そ
の
よ
う
な
規
制
は
連
邦
最
高
裁
が
確
立
し
て
き
た
見
解
中
立
性
の
原
則
に
真
っ
向

こ
の
点
、
ポ
ル
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
の
害
悪
の
主
張
に
対
す
る
反
論
と
し
て
な
さ
れ
た
ポ
ズ
ナ
ー

な
る
。
彼
は
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
が
不
平
を
述
べ
立
て
て
い
る
ポ
ル
ノ
の
主
要
な
コ
ス
ト

タ
イ
プ
を
永
続
化
さ
せ
た
り
、
男
性
を
レ
イ
プ
、
そ
の
他
の
女
性
を
貶
め
る
行
為
へ
と
煽
っ
た
り
す
る
傾
向
）

は
い
ま
だ
証
明
さ
れ
て
い

(73) 

な
い
と
し
た
上
で
、
そ
の
よ
う
な
コ
ス
ト
の
代
替
物
と
し
て
ポ
ル
ノ
の
不
快
さ

(
o
f
f
e
n
s
i
v
e
n
e
s
s
)

を
強
調
す
る
議
論
を
批
判
す
る
。
彼

関
法
第
五
三
巻
六
号
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ヘ
イ
ト
・
ス
ピ
ー
チ
の
害
悪
と
規
制
の
可
能
性
(
-
)

八
九

は
、
不
快
さ
は
測
定
し
が
た
い
と
し
、
表
現
規
制
の
基
礎
と
し
て
不
快
さ
に
ウ
ェ
イ
ト
が
置
か
れ
る
こ
と
に
疑
問
を
提
示
し
た
上
で
、
以

「
不
快
さ
は
し
ば
し
ば
人
々
に
と
っ
て
重
要
な
価
値
や
信
念
に
挑
戦
す
る
こ
と
の
副
産
物
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
挑
戦
は
思
想

と
意
見
の
市
場
の
重
要
な
一
部
で
あ
る
。
人
々
は
自
ら
の
生
活
様
式
に
異
議
を
唱
え
ら
れ
た
と
き
、
狼
狽
す
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
狼
狽

は
疑
い
の
始
ま
り
で
あ
り
、
最
終
的
に
有
益
な
変
化
を
導
く
も
の
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
最
初
に
発
せ
ら
れ
た
と
き
、
非
常
に
不
快
で

あ
っ
た
が
、
現
在
は
耳
慣
れ
た

(
c
o
n
v
e
n
t
i
o
n
a
l
)

も
の
と
な
っ
て
い
る
思
想
や
意
見
の
す
べ
て
を
考
え
て
み
よ
。
お
そ
ら
く
、
他
者
の

価
値
や
信
念
に
異
議
を
唱
え
る
か
も
し
れ
な
い
思
想
を
聞
き
、
発
す
る
こ
と
を
許
さ
れ
る
条
件
は
、
同
様
の
権
利
を
他
者
に
も
進
ん
で
拡

張
し
よ
う
と
す
る
こ
と
、

(74) 

こ
と
で
あ
る
は
ず
だ
。
」

し
た
が
っ
て
不
快
さ
が
表
現
を
罰
す
る
た
め
の
許
容
し
う
る
根
拠
で
な
い
こ
と
に
進
ん
で
同
意
し
よ
う
と
す
る

ヘ
イ
ト
・
ス
ピ
ー
チ
に
関
し
て
も
同
様
の
こ
と
が
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
対
抗
言
論
の
健
全
な
機
能
を
期
待
で
き
る
ほ
ど
害
悪
が
不
明
確

な
ヘ
イ
ト
・
ス
ピ
ー
チ
に
対
し
て
規
制
を
及
ぼ
す
こ
と
は
、

い
わ
ば
そ
の
表
現
の
不
快
さ
を
根
拠
に
規
制
を
正
当
化
す
る
こ
と
に
等
し
い

と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
仮
に
そ
う
で
あ
れ
ば
、
そ
の
規
制
は
ポ
ズ
ナ
ー
の
言
う
「
人
々
に
と
っ
て
重
要
な
価
値
や
信
念
へ
の
挑
戦
」

を
抑
圧
す
る
こ
と
で
あ
り
、
現
在
は
非
常
に
不
快
で
あ
る
が
、
将
来
は
耳
慣
れ
た
も
の
と
な
る
か
も
し
れ
な
い
思
想
や
意
見
を
抑
圧
す
る

(75) 

こ
と
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
こ
れ
は
ま
さ
に
国
家
に
よ
る
正
説
の
定
立
で
あ
る
と
言
え
る
。

(
1
)
 
3
4
7
 
U. s. 4
8
3
 (
1
9
5
4
)
.
 

(
2
)
 
S
e
e
 C
h
a
r
l
e
s
 
R. L
a
w
r
e
n
c
e
 III, 
I
f
 H
e
 Ho
l
l
e
r
s
 L
e
t
 H
i
m
 G
o
:
 R
e
g
u
l
a
t
i
n
g
 R
a
c
i
s
t
 S
p
e
e
c
h
 o
n
 C
a
m
p
u
s
,
 in W
O
R
D
S
 T
H
A
T
 W
O
U
N
D
:
 

C
R
I
T
I
C
A
L
 R
A
C
E
 T
H
E
O
R
Y
,
 A
S
S
A
U
L
T
I
V
E
 S
P
E
E
C
H
,
 A
N
D
 T
H
E
 F
I
R
S
T
 A
M
E
N
D
M
E
N
T
 6
4
 (
1
9
9
3
)
.
 

(
3
)
 
Id. 
S
e
e
 also M
a
r
i
 J. 
M
a
t
s
u
d
a
,
 P
u
b
l
i
c
 R
e
s
p
o
n
s
e
 to 
R
a
c
i
s
t
 S
p
e
e
c
h
:
 
C
o
n
s
i
d
e
r
i
n
g
 t
h
e
 
V
i
c
t
i
m
s
 Story, in W
o
R
D
S
 T
H
A
T
 W
o
u
N
D
,
 

下
の
よ
う
に
述
べ
る
。

（
一
三
五
五
）



巨
甜
踪
図

11聰
~
<
ll}t> 

兵
0

(1111
ば
4く）

id. 
at 

4
8
-
4
9
;
 
A
L
E
X
A
N
D
E
R
 TsEsrs, 

D
E
S
T
R
U
C
T
I
V
E
 M
E
S
S
A
G
E
S
:
 H

o
w
 H
A
T
E
 S
P
E
E
C
H
 P
A
V
E
S
 T
H
E
 W

A
Y
 F
O
R
 H
A
R
M
F
U
L
 S
o
c
I
A
L
 M
o
v
E
-

M
E
N
T
S
 142-43 (2002). 

(-.::1<) 
N
a
d
i
n
e
 Strossen, R

e
g
u
l
a
t
i
n
g
 Racist S

p
e
e
c
h
 o
n
 C
a
m
p
u
s
:
 M
o
d
e
s
t
 P
r
o
p
o
s
a
l
?
 1990 D

U
K
E
 L. J. 

484, 545. 

(t.n) 
S
e
e
 i
d
 

(i:.o) 
S
e
e
 G
a
r
y
 G
o
o
d
p
a
s
t
e
r
,
 E
q
u
a
l
i
t
y
 a
n
d
 F
r
e
e
 S
p
e
e
c
h
:
 the C

a
s
e
 against Substantive Equality, 8

2
 l
o
w
 A
L
.
 R
E
V
.
 645, 

6
6
0
 (1997). 

(c--) 
S
e
e
 id. 

at 661. 

(oo) 
S
e
e
 id. 

at 662. 

(
m
)
 

S
e
e
 id. 

ぼ
）

S
e
e
 id. 

at 673-74. 

(:=:) 
S
e
e
 id. 

at 675. 
S
e
e
 also R

o
b
e
r
t
 C. Post, 

Racist Speech, D
e
m
o
c
r
a
c
y
,
 a

n
d
 the First A

m
e
n
d
m
e
n
t
,
 3
2
 W

M
.
 &

 M
A
R
Y
L
.
 R
E
V
.
 267, 

2
9
3
 (1991). 

国
）

S
e
e
 O
w
E
N
 Frss, T

H
E
 l
R
o
N
Y
 O
F
 F
R
E
E
 S
P
E
E
C
H
 16 (1996). 

ぼ
）

Id. 

(~
) 

S
e
e
 L
a
w
r
e
n
c
e
,
 s
u
p
r
a
 n
o
t
e
 2, 

at 78. 

ば
）

S
e
e
 id. 

at 
79. 

.;.l
心
剥
送
囲
t-<

i; 濱
鯰
糾
赳
ゃ
＋
｛
蒻
砂
釜
~
+
,
,

知
で
終
し
ヒ
淀
竺

1
痣

0
傘

⇒
や

玲
.s;;..,

担
起

茎
終

苗
神

如
忌

益
祢

心
肉

傘

⇒
ゃ
母
心
,
.
.
¥
)
や
菜
心

0
J
J
 Q

念
⇒

竺
-

<
痣

刹
芙

起
旦

盆
墾

字
土

ふ
菜

¥
畷

宍
茶

当
V

坦
ふ

菜
心

幽
以

宕
全

い
窓

起
起

終
窓

罫
や

埒
肉

茶
岱
K
'

姦
謀

起
終

--,GJ
Q

旦
終

Ni),..¥)
ゃ
兵

Ni)o

ぼ
）

S
e
e
 also R

i
c
h
a
r
d
 D
e
l
g
a
d
o
,
 L
e
g
a
l
 T
h
e
o
r
y
:
 
C
a
m
p
u
s
 A
n
t
i
r
a
c
i
s
m
 R
u
l
e
s
:
 
Constitutional N

a
r
r
a
t
i
v
e
s
 in 

Collision, 8
5
 N
w
.
 U
.
 L. 

R
E
V
.
 343, 343, 385 (1991). 

「-<1'!!
測
幸
茎
砥
認
茶
択
囲
忌
蝶
回
旦
+
,
,
'
;〈

¥
J
Q
等

蕃
如

瞬
V
J
J
,
.
.
¥
)
旦
吋

¥'I
\J'

や
僅
桜
已
終
蓉
晦
心
湮

~t,,Nil
梨

ぉ
ゃ

終
v'l't1

菜
竺
区
愉
唇

Q
峠紅衷

:0
志
誘
七
翠
i如

應
終

A戸
J
,..¥)旦吋

0¥Jl'>-"":ヘ＝、
Iト

ヤ
ー

遥
巨

Q
-
R如

藩
,r,丑

,r,
旦
如
患
ふ
器
封

cr,Ni)
0」

(~
) 

S
e
e
 ]
A
M
E
S
 W
E
I
N
S
T
E
I
N
,
 H

A
T
E
 SPEECH, P

O
R
N
O
G
R
A
P
H
Y
,
 A
N
D
 T
H
E
 R
A
D
I
C
A
L
 A
T
T
A
C
K
 O
N
 F
R
E
E
 S
P
E
E
C
H
 D
O
C
T
R
I
N
E
 134 (1999). 

虚
）

See i
d
 

ぼ
）

S
e
e
 id. 



（忌）
茶

全
ヽ

ぶ
II"

I", "° 
一

Q
1;:s

益
壊

璃
渥

旦
芯

,-.J
¥J
匡

た
ふ

辛
心

i
¥
J
Q
華

Q
苺

弄
心

⇒
化

R
O
N
A
L
D
D
W
O
R
K
I
N
,
 F
R
E
E
D
O
M
'
S
 L

A
W
 221-23 

(1996)r
ロ
+
-
~
~
-
~

な
ヤ

ー
サ

入
郷
"'1-Q

ヨ
以
燥
笛
『
皿
王
〇
悉
』

1
1
<
<一

I1兵
0
冨
（
そ
意
ギ

r
]
兵
呉
呆
）
拇
産
゜

ば
）

S
e
e
 C
h
a
r
l
e
s
 Fried, 

T
h
e
 N

e
w
 First A

m
e
n
d
m
e
n
t
 Jurisprudence: A

 T
h
r
e
a
t
 to Liberty, in T

H
E
 B
I
L
L
 O
F
 R
I
G
H
T
S
 IN T

H
E
 M
o
o
.
 

E
R
N
 S

T
 A
 TE
 250 (

G
e
o
f
f
r
e
y
 R. S

t
o
n
e
 et 

al. 
eds., 

1992). 

（斜）
See also P

o
s
t
 s
u
p
r
a
 n
o
t
e
 11, 

at 306-11. 

ぼ
）

S
e
e
 R
i
c
h
a
r
d
 D
e
l
g
a
d
o
,
 
W
o
r
d
s
 T

h
a
t
 
W
o
u
n
d
:
 A

 T
o
r
t
 A
c
t
i
o
n
 f
o
r
 R
a
c
i
a
l
 Insults, 

Epithets, 
a
n
d
 N
a
m
e
 Calling, 

in 
W
O
R
D
S
 

T
H
A
T
 W
O
U
N
D
,
 s
u
p
r
a
 n
o
t
e
 2, 

at 94. 

（苫）
S
e
e
 L
a
w
r
e
n
c
e
,
 s
u
p
r
a
 note, 2

 at 67-68. 

ぼ
）

S
e
e
 R
o
n
a
l
d
 T
u
r
n
e
r
,
 R
e
g
u
l
a
t
i
n
g
 H
a
t
e
 S
p
e
e
c
h
 a
n
d
 the First A

m
e
n
d
m
e
n
t
:
 
T
h
e
 Attractions of, 

a
n
d
 Objections to, 

a
n
 Explicit 

H
a
r
m
s
-
B
a
s
e
d
 Analysis, 

29 
IND. L. 

R
E
V
.
 
257, 

2
9
8
-
3
0
2
 
(1995); 

C
A
S
S
 R. 

SuNSTEIN, 
D
E
M
O
C
R
A
C
Y
 A

N
D
 T
H
E
 P

R
O
B
L
E
M
 O

F
 F

R
E
E
 

S
P
E
E
C
H
 163 (1993). 

ぽ
）

S
e
e
 K
e
n
n
e
t
h
 L. 

Karst, B
o
u
n
d
a
r
i
e
s
 a
n
d
 R
e
a
s
o
n
s
:
 
F
r
e
e
d
o
m
 o
f
 Expression a

n
d
 the S

u
b
o
r
d
i
n
a
t
i
o
n
 o

f
 Groups, 1990 U

.
 ILL. L. 

R
E
V
.
 95, 96-97. 

（誌）
S
e
e
 id. 

at 125. 

啜
）

See id. 
at 

127. 

（食）
S
e
e
 B
r
u
c
e
 B

o
y
d
e
n
,
 
B
o
o
k
 N
o
t
e
,
 
F
r
e
e
d
o
m
 
to 

Q
加

nd,
105 

Y
A
L
E
 L. J. 

1415, 
1419 

(1996) 
(reviewing 

K
E
N
T
 G
R
E
E
N
A
W
A
L
T
,
 

F
I
G
H
T
I
N
G
 W
O
R
D
S
 (1995)). 

（
旬

S
e
e
i
d
 at 78. 

図
S
e
e
A
n
t
h
o
n
e
y
 D
'
A
m
a
t
o
,
 F
r
e
e
 S
p
e
e
c
h
 a

n
d
 Religious, 

Racial, 
a
n
d
 S
e
x
u
a
l
 H
a
r
a
s
s
m
e
n
t
:
 H

a
r
m
_拉

l
S
p
e
e
c
h
 a

n
d
 the Culture 

o
f
 Indete1-minacy, 32 W

M
.
 A
N
D
 M
A
R
Y
 L. R

E
V
.
 329, 344 (1991). 

啜
）

S
e
e
 id. 

ぼ
）

376 U
.
 s. 

254 (1964). 

（苫）
S
e
e
 L
a
w
r
e
n
c
e
 s
u
p
r
a
 n
o
t
e
 2, 

at 75. 

<"'¥...L. 
K

゜
凶
ー

*
'
Q
剖
rr)ll1む

J
哀

写
Q
lo'

器
学

(
1
)

兵
1

(1 
1111-R

午）



翠
坦

i尉
-Rill~~

く雫

ぼ
）

S
e
e
 id. 

（案）
S
e
e
 id. 

兵
ll

(1111]{わく）

（お）
S
e
e
 N
o
t
e
,
 A

 C
o
m
m
u
n
i
t
a
r
i
a
n
 D
e
f
e
n
s
e
 o
f
 G
r
o
u
p
 L
i
b
e
l
 L
a
w
s
,
 101 H

A
R
V
.
 L. 

R
E
V
.
 682, 689-91 (1988). 

（葵）
3
4
3
 U. s. 

2
5
0
 (1952) 

（要）
点

¥
i戸
ざ
溢
堂
因
セ
玄
荼
択
紫

1"'l-0惹
懃
宮
・
屯
翁
斎
茎
ゴ
眺
旦
索

.....:iy廿
笞
起
や
玲
心
"
(
枷
や
母
~
,
.

器
製
詞
玲
虔
情
認
＇
幻
'
;
¥

m
;、

如
迅
起
塁
訳
赳
ヤ
＇
，
＜
知
や
終

"
V
'
"
-< 

k
 *
'
匹
ぶ
O
垣
等

4-ITIIfil
函

郷
和

J
凶
O

や
枷

心
皿

壬
会

C
苛

斗
⇒

~-OIInJ刈
.....:iy勘

饂
1"'l{p避

栞
Q
娑
華

ぐ
如
寧
超
怜
'
:〈

枷
や

母
心

Al
1"'

心
栂

吠
A).....)y

 ;::--'(I]"¥ =--'K 
,q
如

製
蒋

⇒
,. 
it-'
菜

茶
叡

斡
ITII

起
吋

S
冬

玉
終

井
葉

Q
寒

報
如

祖
崇

1"'l{p
茶
岱ゞ

’

や
某
旦
号

0
y
需
会
菜

l{p<qざ
赳
定
翠
曲
幕
ざ
＃
＜
忌
回
刈
茎
ミ
ゃ

~l{p
O
 
S
e
e
 M
I
C
H
A
E
L
 J. 

S
A
N
D
E
L
,
 D
E
M
O
C
R
C
Y
'
S
 D
I
S
C
O
N
T
E
N
T
 :

 AM
E
R
I
C
A
 

IN S
E
A
R
C
H
 O
F
 A

 P
U
B
L
I
C
 P
H
I
L
O
S
O
P
H
Y
 4

 (1996). 

(~
) 

S
e
e
 id. 

at 88-89. 

(:;;i1) 
;::--'(If'¥ ;:--,'K 

,q 
Q
 <'<;'-

,.L. 
・
K'.凶

ー
中

蒙
鰹

纏
旦

索
怜

氾
点

:
¥

j卜
会
旦
吋

l{p
l7 

II/ 
tj 

I
 

j
ぷ

;::--l"----1J'K,qQ
笞
噸
ぷ
公

Q
志

葉
逗

哀
⇒

Y
"
 ;:--,'( 

If'¥ ;::--'K 
,q 

Q
 ,j";::;j

寄
食

ふ
0
虻

羊
写

如
謡

r.:{;
l{p

窒
如

訳
ふ

菜
心

0
S
e
e
 C
o
l
i
n
 Farrelly, P

u
b
l
i
c
 R
e
a
s
o
n
,
 N
e
u
t
r
a
l
i
t
y
 a

n
d
 C
i
v
i
c
 Virtues, R

a
t
i
o
 

Juris. 
Vol. 12, 

N
o
.
 1, 

M
a
r
c
h
 1999 (11-25). 

（尊）
S
e
e
 Fried, s

u
p
r
a
 n
o
t
e
 21, 

at 238. 

ほ
）

S
e
e
 id. 

at 239. 

(~
) 

S
e
e
 W
E
I
N
S
T
E
I
N
,
 s
u
p
r
a
 n
o
t
e
 17, a

t
 132-33. 

ほ
）

M
a
t
s
u
d
a
,
 s
u
p
r
a
 n
o
t
e
 3, 

at 24. 

(~
) 

S
e
e
 L
a
w
r
e
n
c
e
,
 s
u
p
r
a
 n
o
t
e
 2, 

at 74. 

(~
) 

S
e
e
 L
a
r
r
y
 A
l
e
x
a
n
d
e
r
,
 B

a
n
n
i
n
g
 H
a
t
e
 S
p
e
e
c
h
 a

n
d
 the Sticks a

n
d
 Stones Defense, 13 C

O
N
S
T
.
 C

O
M
M
E
N
T
A
R
Y
 71, 7

6
 (1996). 

（尊）
S
e
e
 id. 

at 76-
77. 

（等）
S
e
e
 id. 

at 77-78. 

(i?S) 
S
e
e
 F
R
A
N
K
L
Y
N
 S. 

H
A
I
M
A
N
,
 "
S
P
E
E
C
H
 A
c
T
s
"
 A
N
D
 T
H
E
 F
I
R
S
T
 A
M
E
N
D
M
E
N
T
 2
7
-
2
8
 (1993). 

（区）
S
e
e
 id. 

at 29. 



（斜）
I
d
 

（話）
S
e
e
 M
a
t
s
u
d
a
,
 s
u
p
r
a
 n
o
t
e
 3, 

at 
35-38. 

See also D
a
v
i
d
 K
r
e
t
z
m
e
r
,
 F
r
e
e
d
o
m
 o

f
 S
p
e
e
c
h
 a

n
d
 R
a
c
i
s
m
,
 8

 C
A
R
D
O
Z
O
 L. 

R
E
V
.
 445, 

4
5
8
 (1987) (

等
炉
呪
心
,

-
<
悪
測
芙
起
船
窓

Q
盛

吾
如

渥
口

心
琴

刈
⇒

¥--', 
r¥J

ぷ
菜
槃
逃
終
醤
丑
終
召
姦
薔
砂
屯
改
壬
戸

Y
枷
ふ
り

J
A
)
,
 
母
謳

ゃ
菜

t{a"(
枷

や
硲

か
J
刈
譴
環
起
直
譴
ゃ
,
+
;
.
¥J:, 炉

J
刈
如
熙
壬
旦
,

-
<

麟
琴

翠
蜘

郡
訳

汽
釘

項
汲

心
芦

l{ao).

（苫）
S
e
e
 M
a
t
s
u
d
a
,
 id. 

at 36-38. 

ぼ
）

S
e
e
 Post, s

u
p
r
a
 n
o
t
e
 11, 

at 290. 

ぽ
）

S
e
e
 i
d
 at 290-91. 

(~
) 

S
e
e
 id. 

at 291. 

([25) 
S
e
e
 K
E
N
T
 G
R
E
E
N
A
W
A
L
T
,
 F
I
G
H
T
I
N
G
 W
O
R
D
S
 4
8
 (1995). 

ぼ
）

S
e
e
 W
E
I
N
S
T
E
I
N
,
 s
u
p
r
a
 n
o
t
e
 17, 

at 131. 

（呂）
S
e
e
 id. 

(
0
)
 

S
e
e
 W
o
j
c
i
e
c
h
 Sadurski, 

R
a
c
i
a
l
 Vilification, 

Psychic H
a
r
m
,
 a
n
d
 A
f
f
i
r
m
a
t
i
v
e
 Action, in 

F
R
E
E
D
O
M
 O
F
 C
O
M
M
U
N
I
C
A
T
I
O
N
 7
7
-
7
8
 

(
T
O
M
 C
A
M
P
B
E
L
L
 A
N
D
 W
o
J
C
I
E
C
H
 S
A
D
U
R
S
K
I
 eds., 

1994). 
-t-1

梨
⇒

r
幽

芸
巨

込
心

心
心

く
"

..L
・
K
凶
—

'r'-Q
譴
栢
如
知
造

~Ll.
ヤ

ャ
ヽ

=

I卜
←
—
縣
回
Q
K
1
卜
~
1
"
ぷ
"
h
如
赳
丙
壬

.....'l'
や
菜
ふ
Q
絲
回
(
Q
酸
宍
旦
い
終
茶
心
迫
遜
如
祖
華
怜
心
雫
只
終
誤
濫
茶
母

l-0°See
gener-

ally 
A
L
E
X
A
N
D
E
R
 
TSESIS, 

D
E
S
T
R
U
C
T
I
V
E
 
M
E
S
S
A
G
E
S
:
 
H
o
w
 H
A
T
E
 S
P
E
E
C
H
 
P
A
V
E
S
 T

H
E
 W

A
Y
 F
O
R
 H
A
R
M
F
U
L
 S
o
c
r
A
L
 
M
O
V
E
M
E
N
T
S
 

(2002). 

（器）
S
e
e
 L
a
w
r
e
n
c
e
,
 s
u
p
r
a
 n
o
t
e
 2, 

at 59. 
-
<
痣
室
牲
述
囲

f-<t且
R
約

督
玲

之
"
;

 
ふ

如
哀

丙
改

,
{
-
'
J
j
Q

之
戸
＼
迂
や
菜
如
鈎
旦
?
'
.±: ¥J :, 

i-O
醗

<
迎

会
ミ

や
終

-
v
'
J
7

11/ 
ti 

lj 
Iト
"
'
"
~
Q
華
0
-
<
~
以
芸

,_j
¥J
忍

囲
各

紅
凶

門
J
雫
餅
認
令
べ
へ
ギ
ー
：
ふ
如
逗
灼

{a,¥_)や
菜

l-00

（迄）
S
e
e
 id. 

（ご）
S
e
e
 id. 

at 60. 

ぼ
）

S
e
e
 Strossen, s

u
p
r
a
 n
o
t
e
 4, 

at 542. 

（呂）
See id. 

(~
) 

S
e
e
 id. 

at 543-44. 

く
'<;-..L

• 
K
 "~ ー

*
'
Q
冊
晦
む

J眠
写

Q)i:i'器
学

(1)
兵
I11 

(1 
11 
Iば
兵
）



①

合

憲

説

1
．
特
有
の

(
s
u
i
 g
e
n
e
r
i
s
)

カ
テ
ゴ
リ
ー
と
し
て
の
規
制

四
．
広
範
な
刑
事
規
制
の
主
張

(68) 
S
e
e
 M
a
t
s
u
d
a
,
 s
u
p
r
a
 n
o
t
e
 3
,
 
at 2
5
.
 

(69) 
S
e
e
 G
R
E
E
N
A
W
A
L
T
,
 s
u
p
r
a
 n
o
t
e
 5
8
,
 
at 61. 

(70) 
S
e
e
 Post, s
u
p
r
a
 n
o
t
e
 
11, at 2
9
1
-
9
2
.
 

(71) 
S
e
e
 id. 
at 2
9
2
.
 

(72)

拙
稿
「
表
現
の
自
由
保
障
に
お
け
る
内
容
中
立
性
原
則

(
C
o
n
t
e
n
t
N
e
u
t
r
a
l
i
t
y
 P
r
i
n
c
i
p
l
e
)

の
一
考
察
ー
~
ア
メ
リ
カ
の
判
例
•
学
説
を
素

材
と
し
て
|
|
」
法
学
ジ
ャ
ー
ナ
ル
（
関
西
大
学
大
学
院
）
七
四
号
五
一
七

i
五
一
八
頁
（
二

0
0
三
）
参
照
。

(73) 
S
e
e
 R
I
C
H
A
R
D
 P
O
S
N
E
R
,
 F
R
O
N
T
I
E
R
S
 O
F
 L
E
G
A
L
 T
H
E
O
R
Y
 7
8
 (
2
0
0
1
)
.
 

(
7
4
)
I
d
.
 

(75) 
S
e
e
 also S
a
d
u
r
s
k
i
,
 s
u
p
r
a
 n
o
t
e
 6
1
,
 
at 8
1
 (~ 

は
ヘ
イ
＇
卜
'
•
ス
ピ
ー
チ
担
踪
制
の
是
非
を
論
じ
る
文
脈
で
概
ね
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。
単
な
る

不
快
な
表
現
と
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
に
直
接
関
わ
る
不
快
な
表
現
と
の
区
別
は
保
護
に
値
す
る
感
受
性

(sensibility)

の
重
要
性
に
つ
い

て
の
価
値
判
断
を
伴
う
が
、
そ
の
よ
う
な
判
断
に
よ
っ
て
、
我
々
は
無
制
約
の
多
数
決
主
義
と
い
う
結
果
に
直
面
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の

ょ
う
な
区
別
を
す
る
こ
と
以
外
に
唯
一
採
り
う
る
手
段
は
区
別
を
完
全
に
放
棄
し
、
感
情
的
害
悪
の
法
的
保
護
の
レ
ヴ
ェ
ル
を
下
げ
る
こ
と
で
あ

る
が
、
そ
れ
が
よ
り
率
直
で
正
直
な
解
決
で
あ
る
。
法
は
保
護
に
値
す
る
感
情
的
害
悪
と
法
的
関
心
に
値
し
な
い
感
情
的
害
悪
と
の
間
の
線
引
き

を
し
な
い
。
個
人
に
よ
る
、
よ
り
大
き
な
集
団
と
の
同
一
視
、
一
体
感

(identification)

の
程
度
は
法
に
よ
っ
て
決
め
ら
れ
な
い
。
）
．

マ
ツ
ダ
は
修
正
一
条
の
例
外
を
拡
張
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
修
正
一
条
の
構
造
が
弱
め
ら
れ
る
と
し
、
む
し
ろ
最
悪
の
形
態
の
人
種
差
別

(
1
)
 

的
表
現
を
特
別
扱
い
す
る
こ
と
が
、
表
現
の
自
由
を
よ
り
よ
く
保
護
す
る
非
中
立
的
で
価
値
負
荷
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
で
あ
る
と
す
る
。

関
法
第
五
三
巻
六
号

九
四

（
一
三
六

O
)



②
 

ヘ
イ
ト
・
ス
ピ
ー
チ
の
害
悪
と
規
制
の
可
能
性
(
-
)

違

憲

兒
1
1
1
1
1
1
 

(
2
)
 

彼
女
は
、
そ
の
最
悪
の
人
種
差
別
的
表
現
を
明
ら
か
に
す
る
三
つ
の
特
徴
を
掲
げ
る
。

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
歴
史
的
に
抑
圧
さ
れ
た
集
団
に
向
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

九
五

（
一
三
六
一
）

3
．
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
迫
害
す
る
よ
う
な
、
憎
悪
に
満
ち
た
も
の
で
あ
り
、
品
位
を
下
げ
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
こ
と
。

第
一
の
要
素
は
人
種
差
別
的
表
現
を
認
識
す
る
主
要
な
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
、
人
種
差
別
的
表
現
は
人
種
の
劣
等
性
を
示
し
、
標
的
と

な
る
集
団
の
メ
ン
バ
ー
の
人
格
を
否
定
す
る
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
第
二
の
要
素
は
さ
ら
に
詳
し
く
人
種
差
別
主
義
を
定
義
し
よ
う
と

試
み
る
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
、
人
種
差
別
的
表
現
は
歴
史
的
な
垂
直
関
係
を
強
化
す
る
従
属
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
で
あ
る
が
ゆ
え
、
特
に
有
害

(
4
)
 

で
あ
る
と
さ
れ
る
。
最
後
の
要
素
は
フ
ァ
イ
テ
ィ
ン
グ
・
ワ
ー
ド
の
考
え
と
関
わ
っ
て
お
り
、
最
悪
の
形
態
の
人
種
差
別
的
表
現
の
中
で

用
い
ら
れ
る
言
葉
は
、
迫
害
す
る
よ
う
な
、
憎
悪
に
満
ち
た
も
の
で
あ
り
、
品
位
を
下
げ
る
よ
う
な
言
葉
で
あ
り
、
か
つ
そ
の
よ
う
な
も

(
5
)
 

の
と
し
て
意
図
さ
れ
た
言
葉
で
あ
る
と
さ
れ
る
。

分
性

(
i
n
d
i
v
i
s
i
b
i
l
i
t
y
)

ス
ト
ロ
ッ
セ
ン
は
あ
る
特
定
の
思
想
を
表
明
す
る
表
現
を
抑
制
す
る
た
め
の
原
理
的
基
礎
は
な
い
と
し
、
こ
れ
を
表
現
の
自
由
の
不
可

(
6
)
 

の
原
則
と
呼
ん
で
い
る
。
彼
女
は
歴
史
的
な
観
点
か
ら
、
人
種
差
別
の
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
独
自
性
、
国
際
的

な
文
書
の
中
で
表
明
さ
れ
て
い
る
、
人
種
差
別
を
除
去
す
る
と
い
う
国
際
的
な
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
、
国
際
的
な
合
意
の
下
で
も
、
多
く
の

他
国
に
お
け
る
国
内
法
の
下
で
も
人
種
差
別
的
表
現
は
違
法
に
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
上
で
、
な
お
、
不
可
分
性
の
原
則
の
真
実

は
経
験
に
よ
っ
て
確
認
さ
れ
て
お
り
、
も
し
表
現
の
自
由
が
一
人
の
人
、

―
つ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
た
め
に
弱
め
ら
れ
た
な

(
7
)
 

ら
ば
、
も
は
や
他
者
に
と
っ
て
も
表
現
の
自
由
は
な
く
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
を
歴
史
が
証
明
し
て
い
る
と
す
る
。

2
 1

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
人
種
の
劣
等
性
を
伝
え
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

―
つ
の
集
団
、



た
と
え
ば
、
ジ
ョ
ー
ン
ズ

①
 
合

憲

説

2
．
集
団
的
名
誉
毀
損
の
規
制

第
五
三
巻
六
号

ヘ
イ
ト
・
ス
ピ
ー
チ
の
見
解
差
別
的
規
制
は
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
ス
コ
ー
ス
が
あ
ら
ゆ
る
意
見
に
対
し
て
オ
ー
プ
ン
で
あ
る

(
8
)
 

こ
と
を
前
提
と
し
て
成
り
立
つ
個
人
の
自
己
決
定
の
価
値
を
侵
す
と
い
う
批
判
が
見
ら
れ
る
。

B
e
a
u
h
a
r
n
a
i
s
判
決
の
有
効
性
が
疑
わ
れ
る
に
つ
れ
、
集
団
的
名
誉
毀
損
法
を
合
憲
と
す
る
論
者
、
規
制
立
法
を
提
案
す
る
論
者
は
次

第
に
姿
を
消
し
て
き
た
。
こ
の
よ
う
な
説
は
九

0
年
代
以
降
、
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
が
、
今
で
も
そ
の
よ
う
な
法
を
支
持
す
る
学
説
は

(10) 

少
数
な
が
ら
存
在
す
る
。

さ
ら
に
彼
は
、

は
、
名
誉
の
毀
損
は
修
正
一
条
に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
な
い
が
ゆ
え
、
名
誉
毀

損
的
な
虚
偽
を
法
的
に
禁
止
し
て
も
修
正
一
条
の
問
題
は
生
じ
な
い
と
す
る
。
彼
は
、
連
邦
の
刑
事
立
法
が
集
団
的
名
誉
毀
損
の
問
題
に(12) 

と
っ
て
最
も
適
当
な
矯
正
法
で
あ
る
と
し
、
た
と
え
象
徴
的
価
値
し
か
持
た
な
い
と
し
て
も
、
そ
れ
が
制
定
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
す
る
。

(13) 

ア
メ
リ
カ
が
中
央
の
立
法
府
に
よ
る
集
団
的
名
誉
毀
損
法
を
持
た
な
い
数
少
な
い
国
の
―
つ
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。

ま
た
、

ア
メ
リ
カ
が
集
団
的
名
誉
毀
損
を
禁
ず
る
立
法
を
採
用
す
る
よ
う
に
勧
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

(14) 

配
慮
と
尊
重
の
権
利
」
は
実
現
さ
れ
る
と
言
わ
れ
る
。
彼
は
、
集
団
的
名
誉
毀
損
法
は
す
べ
て
の
形
態
の
人
種
差
別
を
除
去
す
る
と
い
う

(15) 

国
家
の
方
針
を
奨
励
し
続
け
る
と
い
う
目
的
を
達
成
す
る
可
能
性
を
高
め
る
と
も
言
っ
て
い
る
。
問
題
は
表
現
の
自
由
と
の
衝
突
と
い
う

も
の
で
は
な
く
、
「
純
然
た
る
正
義
」
の
問
題
と
し
て
、

ア
メ
リ
カ
が
社
会
的
変
化
の
道
具
と
し
て
法
を
使
う
こ
と
を
通
じ
て
、

(16) 

リ
テ
ィ
ー
の
保
護
と
生
存
を
保
障
す
る
こ
と
を
選
ぶ
か
ど
う
か
で
あ
る
と
さ
れ
る
。

ま
た
、

関
法

(
T
h
o
m
a
s
 D
a
v
i
d
 Jones) 

マ
イ
J

マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
の
「
平
等
な

九
六

（
一
三
六
二
）



ヘ
イ
ト
・
ス
ピ
ー
チ
の
害
悪
と
規
制
の
可
能
性
(
-
)

以
外
の
表
現
は
下
層
に
属
す
る
も
の
と
考
え
る
。

ウ
ェ
イ
ン
ス
タ
イ
ン
は
、

て
違
憲
に
な
る
こ
と
、
集
団
の
名
誉
を
毀
損
す
る
表
現
は
、
虚
偽
で
あ
る
こ
と
を
証
明
で
き
る
と
し
て
も
そ
の
よ
う
な
証
明
は
困
難
で
あ

る
こ
と
、
さ
ら
に
は
そ
の
よ
う
な
表
現
は
虚
偽
か
否
か
を
判
断
し
う
る
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
「
思
想
」
と
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る

(17) 

こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

別
的
の
の
し
り
に
特
徴
的
な
評
価
的
判
断
は
事
実
の
証
明
に
向
か
な
い
と
し
、
個
人
に
対
す
る
名
誉
毀
損
と
の
比
較
は
成
り
立
た
な
い
と

(18) 

す
る
。
「
お
ま
え
を
軽
蔑
す
る
！
（
I

d
e
s
p
i
s
e
 y
o
u
.
)
」
と
い
う
こ
と
に
よ
っ
て
誰
か
の
名
誉
を
毀
損
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
そ
の

に
共
通
の
、
本
質
的
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
と
さ
れ

よ
う
な
言
葉
こ
そ
が
ほ
と
ん
ど
の
人
種
差
別
的
言
葉

(cepithets)

(19) 
る。

サ
ン
ス
テ
ィ
ン

(
C
a
s
s
 
R. S
u
n
s
t
e
i
n
)

は
よ
り
強
く
保
護
さ
れ
る
政
治
的
表
現
と
そ
の
他
の
表
現
を
区
分
す
る
修
正
一
条
の
二
層
理

(20) 

論

(
t
w
o
,
 
tier First A
m
e
n
d
m
e
n
t
)

を
提
案
す
る
。
彼
は
、
政
治
的
表
現
を
「
あ
る
問
題
に
つ
い
て
の
公
的
な
熟
慮
に
貢
献
す
る
も
の

(21) 

と
し
て
意
図
さ
れ
、
か
つ
そ
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
受
け
取
ら
れ
る
」
表
現
と
定
義
し
、
そ
れ
が
上
層
に
属
す
る
も
の
と
し
つ
つ
、
そ
れ

①

合

憲

説

3
．
価
値
の
低
い
表
現

(
l
o
w
v
a
l
u
e
 s
p
e
e
c
h
)
 

ゲ
イ
ツ
・
ジ
ュ
ニ
ア

②
 
違

憲

説

と
し
て
の
規
制

(
H
e
n
r
y
 L
o
u
i
s
 G
a
t
e
s
,
 Jr.) 

九
七

（
一
三
六
三
）

R. A. 
V. 
判
決
の
論
理
か
ら
は
、
人
種
等
の
集
団
に
限
っ
た
名
誉
毀
損
の
規
制
は
内
容
差
別
的
な
も
の
と
し

は
、
真
偽
の
判
断
不
可
能
性
を
と
り
わ
け
問
題
視
し
て
い
る
。
彼
は
、
人
種
差



禁
じ
る
こ
と
に
反
対
す
る
が
、

ニ
ュ
ー
ボ
ー
ン

で
あ
る
か
を
知
っ
て
い
る
の
は
サ
ン
ス
テ
ィ
ン
だ
け
で
あ
り
、
政
治
的
表
現
が
ど
こ
で
終
わ
り
、
政
治
的
で
な
い
表
現
が
ど
こ
か
ら
始
ま

る
か
を
誰
が
知
っ
て
い
る
の
か
、
と
問
う
て
い
釘
。
ニ
ュ
ー
ボ
ー
ン
は
、
政
治
と
そ
の
他
の
文
化
の
間
に
原
理
的
な
線
を
引
く
こ
と
は
で

(26) 

き
な
い
と
す
る
。

ニ
ュ
ー
ボ
ー
ン
は
、
政
治
的
表
現
と
政
治
的
で
な
い
表
現
の
間
で
引
か
れ
る
サ
ン
ス
テ
ィ
ン
の
区
別
の
多
く
が
原
理
的
な
基
礎
を
欠
い

て
い
る
と
し
、
と
り
わ
け
ヘ
イ
ト
・
ス
ピ
ー
チ
に
関
す
る
サ
ン
ス
テ
ィ
ン
の
見
解
を
次
の
よ
う
に
批
判
す
る
。

サ
ン
ス
テ
ィ
ン
は
、
人
種
差
別
的
言
葉

(
e
p
i
t
h
e
t
s
)

②
 
、土

追

憲

(Burt N
e
u
b
o
r
n
e
)

は、

説

ヘ
イ
ト
・
ス
ピ
ー
チ
に
つ
い
て
、
彼
は
そ
れ
が
政
治
的
内
容
を
持
つ
こ
と
が
十
分
あ
り
う
る
と
し
た
上
で
、
そ
れ
が
実
際
に
あ
る
問
題

(22) 

に
つ
い
て
の
政
治
的
思
考
に
貢
献
す
る
も
の
と
し
て
意
図
さ
れ
、
受
け
取
ら
れ
る
程
度
を
問
題
に
す
る
べ
き
だ
と
す
る
。
そ
し
て
、
た
い

て
い
の
ヘ
イ
ト
・
ス
ピ
ー
チ
の
規
制
は
こ
の
意
味
で
政
治
的
と
言
え
る
表
現
を
対
象
と
す
る
が
、
心
底
か
ら
の
侮
辱
を
示
す
単
純
な
差
別

(23) 

語

(
e
p
i
t
h
e
t
s
)

は
下
層
に
属
し
、
十
分
な
正
当
化
が
な
さ
れ
れ
ば
規
制
さ
れ
う
る
と
す
る
。

彼
は
、
主
題
規
制
が
一
律
に
厳
格
に
扱
わ
れ
る
わ
け
で
な
く
、
中
立
的
な
害
悪
に
基
づ
く
正
当
化
が
な
さ
れ
れ
ば
そ
れ
は
許
容
さ
れ
る

と
し
た
上
で
、

R.
A. V. 
判
決
で
違
憲
と
さ
れ
た
条
例
は
主
題
規
制
で
あ
り
、
規
制
対
象
が
保
護
さ
れ
な
い
非
常
に
狭
い
カ
テ
ゴ
リ
ー
の

フ
ァ
イ
テ
ィ
ン
グ
・
ワ
ー
ド
に
限
定
さ
れ
て
い
る
限
り
、
十
字
架
焼
却
等
の
ヘ
イ
ト
・
ス
ピ
ー
チ
の
規
制
は
問
題
の
表
現
が
も
た
ら
す
害

(24) 

悪
ゆ
え
に
、
許
さ
れ
る
と
考
え
る
。

関
法
第
五
三
巻
六
号

サ
ン
ス
テ
ィ
ン
は
政
治
的
表
現
と
そ
れ
以
外
の
表
現
を
区
別
す
る
が
、
何
が
政
治
的
表
現

や
十
字
架
焼
却
の
み
を
禁
じ
る
こ
と
を
提
案
し
、

ヘ
イ
ト
・
ス
ピ
ー
チ
一
般
を

ニ
ュ
ー
ボ
ー
ン
は
人
種
差
別
的
言
葉
や
十
字
架
焼
却
が
禁
止
さ
れ
る
ほ
ど
十
分
な
害
悪
を
引
き
起
こ
す
と

九
八

（
一
三
六
四
）



九
九

（
一
三
六
五
）

い
う
原
理
は
歯
止
め
の
き
か
な
い
も
の
で
あ
り
、
実
際
、
人
種
差
別
的
言
葉
と
そ
の
他
の
形
態
の
有
害
な
ヘ
イ
ト
・
ス
ピ
ー
チ
と
の
間
の

(28) 

主
な
違
い
は
話
者
の
社
会
的
階
級
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
と
す
る
。
サ
ン
ス
テ
ィ
ン
に
よ
る
、
規
制
に
服
す
る
ヘ
イ
ト
・
ス
ピ
ー
チ
と
保

護
さ
れ
る
ヘ
イ
ト
・
ス
ピ
ー
チ
の
間
の
区
別
に
は
認
識
し
う
る
原
理
が
存
在
し
な
い
の
で
、
表
現
抑
圧
の
範
囲
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ

(29) 

と
は
不
可
能
で
あ
る
と
さ
れ
る
。

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
連
邦
最
高
裁
は
基
本
的
に
内
容
に
基
づ
く
規
制
に
対
し
て
厳
格
な
姿
勢
を
示
し
て
き
た
が
、
と
り
わ
け
特
定
の
見
解

を
標
的
に
し
た
規
制
は
最
も
危
険
な
も
の
と
さ
れ
て
き
た
。
ウ
ェ
イ
ン
ス
タ
イ
ン
は
マ
ツ
ダ
ら
の
提
唱
す
る
よ
う
な
広
範
な
見
解
差
別
的

(30) 

規
制
は
、
連
邦
最
高
裁
に
よ
っ
て
厳
格
審
査
を
待
つ
ま
で
も
な
く
即

(per
se)

違
憲
と
さ
れ
て
も
お
か
し
く
な
い
と
す
る
。
ま
た
、
マ

ツ
ダ
の
主
張
は
表
現
内
容
中
立
性
原
則
の
核
心
で
あ
る
正
説
敵
視
の
原
則
に
真
っ
向
か
ら
反
す
る
も
の
で
あ
り
、
連
邦
最
高
裁
の
判
例
法

理
に
は
全
く
馴
染
ま
な
い
も
の
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

ヘ
イ
ト
・
ス
ピ
ー
チ
を

B
e
a
u
h
a
r
n
a
i
s
判
決
に
お
い
て
認
め
ら
れ
た
集
団
的
名
誉
毀
損
の
概
念
を
用
い
て
規
制
で
き
る
と
す
る
説
に

つ
い
て
は
批
判
が
多
い
。

Sullivan
判
決
以
降
、
集
団
的
名
誉
毀
損
の
概
念
は
そ
の
有
効
性
が
す
で
に
疑
わ
れ
て
き
た
。

Sultざ

g
判
決
と
そ
の
後
の
一
連
の
名
誉
毀
損
に
関
す
る
判
決
は
、
「
名
誉
毀
損
と
し
て
保
護
さ
れ
な
い
も
の
は
虚
偽
の
事
実
の
言
明

で
あ
る
と
証
明
で
き
る
も
の
に
限
る
と
い
う
こ
と
を
前
提
に
し
て
き
た
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
こ
と
は
単
な
る
人
種
差
別
的
見
解
の
表
明
に

(31) 

対
し
て
名
誉
毀
損
の
主
張
を
す
る
こ
と
を
排
除
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
」
と
い
う
指
摘
や
、

Sullivan
判
決
は
「
名
誉
毀
損
的
な
言
明

が
単
に
―
つ
の
集
合
体
と
し
て
の
政
府
に
で
は
な
く
、
公
職
者
個
人
に
向
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
、
名
誉
毀
損
の
訴
え
を
起
こ
す
公
職
者

ヘ
イ
ト
ー
ー
ス
ピ
ー
チ
の
害
悪
と
規
制
の
可
能
性
(
-
)

4
．
分
析
と
検
討



が
証
明
す
る
こ
と
を
要
求
し
た
の
で
、
あ
る
人
々
は
そ
の
事
実
が
集
団
的
名
誉
毀
損
の
主
張
に
対
し
て

B
e
a
u
h
a
r
n
a
i
s

判
決
が
敏
感
に

(32)

（

33) 

反
応
し
た
こ
と
を
覆
い
隠
す
よ
う
に
思
っ
た
」
と
す
る
指
摘
が
見
ら
れ
る
。

価
値
の
低
い
表
現
理
論
を
唱
え
る
サ
ン
ス
テ
ィ
ン
の
立
論
も
連
邦
最
高
裁
の
判
例
法
理
に
そ
ぐ
わ
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
主
題
規
制

(34) 

は
そ
れ
が
刑
事
規
制
で
あ
る
と
き
に
は
緩
や
か
に
審
査
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
と
い
う
の
が
連
邦
最
高
裁
の
立
場
で
あ
る
。
ま
た
、
サ
ン
ス

テ
ィ
ン
は
差
別
語

(
e
p
i
t
h
e
t
s
)

を
規
制
し
う
る
と
す
る
が
、

(35) 

と
っ
て
い
る
。

い
か
な
る
不
快
な
表
現
を
も
保
護
す
る
と
い
う
立
場
を
連
邦
最
高
裁
は

(36) 

サ
ン
ス
テ
ィ
ン
は
自
ら
の
主
張
す
る
規
制
は
か
な
り
限
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
し
て
お
り
、
実
際
、
そ
の
主
張
は
マ
ツ
ダ
ら
に
比
べ

れ
ば
か
な
り
限
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
言
え
る
。
し
か
し
、
表
現
は
そ
の
内
容
が
不
快
で
あ
っ
て
も
最
大
限
保
護
さ
れ
る
と
多
く
の
学

で
あ
っ
て
も
規
制
は
許
さ
れ
な
い
と
す
る
有
力
な
説
が
あ
る
こ
と
は
す
で
に
確
認

そ
れ
ゆ
え
、
サ
ン
ス
テ
ィ
ン
の
説
は
連
邦
最
高
裁
の
立
場
、
修
正
一
条
に
関
す
る
多
く
の
学
説
の
前
提
と
す
る
と
こ
ろ
に
反
す
る
と
い

結
局
、
広
範
な
規
制
の
主
張
は
連
邦
最
高
裁
判
例
の
表
現
の
自
由
法
理
に
そ
ぐ
わ
な
い
上
に
、
理
論
的
に
も
問
題
が
あ
り
、
多
く
の
学

説
に
よ
る
批
判
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

(
1
)
 
S
e
e
 M
a
r
i
 J. 
M
a
t
s
u
d
a
,
 
P
u
b
l
i
c
 R
e
s
p
o
n
s
e
 to 
R
a
c
i
s
t
 S
p
e
e
c
h
:
 
C
o
n
s
i
d
e
r
i
n
g
 t
h
e
 
V
i
c
t
i
m
s
 S
t
o
r
y
,
 
M
A
R
I
 J. 
M
A
T
S
U
D
A
 e
t
 al., 
W
O
R
D
S
 

T
H
A
T
 W
O
U
N
D
:
 C
R
I
T
I
C
A
L
 R
A
C
E
 T
H
E
O
R
Y
,
 A
S
S
A
U
L
T
I
V
E
 S
P
E
E
C
H
,
 A
N
D
 T
H
E
 F
I
R
S
T
 A
M
E
N
D
M
E
N
T
 3
6
 (
1
9
9
3
)
.
 

(
2
)
 
S
e
e
 id. 

(
3
)
 
S
e
e
 id. 

う
指
摘
を
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

し
た
。

説
が
主
張
し
て
お
り
、
た
と
え
差
別
語

(
e
p
i
t
h
e
t
s
)

関
法
第
五
三
巻
六
号

1
0
0
 
（
一
三
六
六
）



げ
）

S
e
e
 id. 

(LO) 
S
e
e
 id. 

('°) 
See N

a
d
i
n
e
 Strossen, 

R
e
g
u
l
a
t
i
n
g
 Racist S

p
e
e
c
h
 o
n
 C
a
m
p
u
s
:
 M
o
d
e
s
t
 P
r
o
p
o
s
a
l
?
 1990 D

U
K
E
 L. J. 

484, 534. 

(i:-) 
S
e
e
 id. 

at 535-37. 
See also L

a
r
r
y
 A
l
e
x
a
n
d
e
r
,
 B

a
n
n
i
n
g
 H
a
t
e
 S
p
e
e
c
h
 a

n
d
 the Sticks a

n
d
 Stones Defense, 13 C

O
N
S
T
.
 C
o
M
M
E
N
-

T
A
R
Y
 71, 

93.:96 (1996) 
(
「
拳
玉
]
~
怜
0
乞
娑
廿
笞
起
超
'
1
~
坦
娑
心
謡
弄
志
茶
佃
訊
米
や
垣
等

0
玲
心
瞬
顆
刈
翌
避
や
仁
冊

1I終
函
覇
採
唸
俎
忌
や

初
!{cl

,-,@ Q
 A
J
草

藻
や

菜
!{cl"(

枷
や
妥
ニ
刈
:
:
,
,

 
吋
醒
担
期
鎧
如
瞬
:
:
,
¥J 
::, 

!{cl 
0」)．

(oo) 
S
e
e
 R
o
b
e
r
t
 C. Post, 

Racist Speech, 
D
e
m
o
c
r
a
c
y
,
 a

n
d
 the 

First A
m
e
n
d
m
e
n
t
,
 3
2
 W

M
.
 &

 M
A
R
Y
 L. 

R
E
V
.
 267, 

290-91 (1991). 

S
e
e
 also C

a
l
v
i
n
 R. M

a
s
s
e
y
,
 H

a
t
e
 Speech, 

C
u
l
t
u
r
a
l
 Diversity, a

n
d
 the F

o
u
n
d
a
t
i
o
n
a
l
 P
a
r
a
d
i
g
m
s
 o
f
 Free E

ぉ
pression,

40 U
C
L
A
 

L. R
E
V
.
 103, 

170-74 (1992). 

(0-,) 
祖
凶
,
_
)
¥-宝

O
母

起
益

淀
Q
誤
写
ぐ

0恩紺晨如涵<=:;・
怜

肉
如

Q
ぷ
,_)¥J'K

翫
玉
喘
『
剥
芙
茎
船
窓
』

l
 o<

-
l
 I

兵
皿
(
(
雫
都
翠
'

l
兵
兵

0
)

翁
芦

ぼ
）

サ
ギ
，
ヽ
之
ぺ
旦
将
:t

!{cl緑
回

起
さ

誕
繹

Q
瞑
写

Q
柑

宗
旦

い
珈

'
R
h
o
n
d
a
G
.
 H
a
r
t
m
a
n
,
 Revitalizing G

r
o
u
p
 D
e
f
a
m
a
t
i
o
n
 as a

 Re
-

m
e
d
y
 f
o
r
 H
a
t
e
 S
p
e
e
c
h
 o
n
 C
a
m
p
u
s
,
 71 O

R
.
 L. 

R
E
V
.
 855 (1

9
9

2
)~

, 産°

（二）
See T

H
O
M
A
S
 D
A
V
I
D
 JoNES, 

H
U
M
A
N
 R
I
G
H
T
S
:
 
G
R
O
U
P
 D
E
F
A
M
A
T
I
O
N
,
 F

R
E
E
D
O
M
 O
F
 EXPRESSION, A

N
D
 T
H
E
 L

A
W
 O
F
 N
A
T
I
O
N
S
 151 

(1998). 

ぼ
）

S
e
e
 id. 

at 152-53. 

(~
) 

S
e
e
 id. 

at 
153. 

(~
) 

S
e
e
 id. 

at 251. 

ぼ
）

See id. 
at 252. 

ぼ
）

S
e
e
 id. 

(~
) 

S
e
e
 ]
A
M
E
S
 W
E
I
N
S
T
E
I
N
,
 H

A
T
E
 SPEECH, P

O
R
N
O
G
R
A
P
H
Y
,
 A
N
D
 T
H
E
 R
A
D
I
C
A
L
 A
T
T
A
C
K
 O
N
 FI

氾
E
S
P
E
E
C
H
 D
O
C
T
R
I
N
E
 58-59 (1999). 

虚）
S
e
e
 H
e
n
r
y
 L
o
u
i
s
 Gates, Jr., 

W
a
r
 o
f
 W
o
r
d
s
:
 Critical R

a
c
e
 T
h
e
o
r
y
 a
n
d
 the First A

m
e
n
d
m
e
n
t
,
 in S

P
E
A
K
I
N
G
 O
F
 R
A
C
E
,
 S
P
E
A
K
-

ING O
F
 S
E
X
 
:
 HA

T
E
 SPEECH, CIVIL RIGHTS, A

N
D
 CIVIL LIBERTIES 30 (

H
e
n
r
y
 L
o
u
i
s
 Gates, Jr. 

et al. 
eds., 

1994). 

(~,.L
・
ペ
゜~
~
*
'
Q
剖
晦
む

J畷
亘
〇
后
器
起

(1)
1

 O I
 (1 

llH,.¥J) 



巨
坦

殺
lf:1111

恕
Krr¥t>

1
 01
1
 

(
1
1
1
H
<
<
)
 

ぼ
）

See id. 

環
）

S
e
e
 C
A
S
S
 R. 

SuNSTEIN, D
E
M
O
C
R
A
C
Y
 A
N
D
 T
H
E
 P
R
O
B
L
E
M
 O
F
 F
R
E
E
 S
P
E
E
C
H
 1
2
1
-
6
5
 (1993). 

--f<
菜
蝦
令
「
＃
く
品
缶
瘤
起
囃
捻
伐
野
唇
刈
楽

痣
Q
四
壬
」
睾
口
翌

1
華
聰
『
拡
苺
尊
埓
掟
虫
］
淀
癖
匹
窓
乏
這
紐
壊
に
認
匿
（
サ
）
』
ば
兵

111-
ば
和
＜
冨
(
~
梨

翌
I
兵
兵

111)
$
 

室

(~
) 

Id. at 
130. 

（斜）
S
e
e
 id. 

at 
163. 

ぼ
）

S
e
e
 id. 

（苫）
S
e
e
 C
a
s
s
 R. 

Sunstein, 
W
o
r
d
s
,
 Conduct, Caste, 6

0
 U. 

C
m
.
 L. R

E
V
.
 795, 8

2
2
-
2
9
 (1993). 

ぼ
）

B
u
r
t
 N
e
u
b
o
r
n
e
,
 B

o
o
k
 N
o
t
e
,
 Blues f

o
r
 the Left H

a
n
d
:
 A

 Critique o
f
 Cass Sunstein's D

e
m
o
c
r
a
c
y
 a
n
d
 the P

r
o
b
l
e
m
 o
f
 Free 

Speech, 
6
2
 U. 

C
m
.
 L. 

R
E
V
.
 
423, 

4
3
7
 (1995) 

(reviewing 
C
A
S
S
 R. 

SuNSTEIN, 
D
E
M
O
C
R
A
C
Y
 A

N
D
 T
H
E
 P

R
O
B
L
E
M
 O
F
 F

R
E
E
 S

P
E
E
C
H
 

(1993)). 

ぼ
）

S
e
e
 id. 

（芯）
S
e
e
 id. 

at 437. --1<茶
・
浣
眠
世
（
足
）

'1(011)-4(0
回
冨
竺
垣
等

Q1n匡
二
喘
認
A
垣
等

Q~::,
船

窓
Q
凶

<
R
U
巨
兵
心
巨
製
如
祀
渠
.
.
.
.
.
)
¥--'::, 

心
°

（簑）
S
e
e
 id. 

at 438. 呆
菜
桑
記
述
+.1.....)

t{I溢
祢
ゃ

~!{d
く
~.L.

・
メ
凶
—
中
症
忌
釘
馨
西
茶
←
部
旦
奏

::,;JA)~
謀室惑.....)

¥--'::,){d 
0
匡

デ
(

0

回
冨
拶
産
゜

索
）

See 
id. 

at 
439. 

A
l
o
n
 Harel, 

Bigotry, 
P
o
r
n
o
g
r
a
p
h
y
,
 
a
n
d
 the 

First 
A
m
e
n
d
m
e
n
t
:
 A

 T
h
e
o
r
y
 o

f
 U
n
p
r
o
t
e
c
t
e
d
 Speech, 

6
5
 
S. 

C
A
L
.
 L. 

R
E
V
.
 1
8
8
7
 (1992)

迂
l
恨
慣
踪
択
~
<
~
.
L
.

・
K
凶
—
＋
如
溢
淀
g

iト
"
"
K
M
-
K
Q
廿

旦
国

如
ゃ

菜
氾

喘
痣

心
凶

栗
⇒

¥--'!'t-1) 
J
全
ふ

器
溢

や
枷

心
凶

ヤ
噸

冶
'

)
J
菜以芸.....)

¥
-
-
'
姿
匡
恙

Q
苺

弄
茶

室
お

ふ
菜
,r-

没
や

母
心

臼

澤
）

See W
E
I
N
S
T
E
I
N
,
 s
u
p
r
a
 n
o
t
e
 17, a

t
 53-55. 

は）
G
E
R
A
L
D
 G
U
N
T
H
E
R
 A
N
D
 K
A
T
H
L
E
E
N
 SULLIVAN, C

O
N
S
T
I
T
U
T
I
O
N
A
L
 L

A
W
 1
0
4
6
 (14th ed. 2001). 

啜
）

L
A
U
R
E
N
C
E
 H
.
 TRIBE, A

M
E
R
I
C
A
N
 C
O
N
S
T
I
T
U
T
I
O
N
A
L
 L

揺
9
2
6
-
2
7
(
2
n
d
 ed. 

1988). 

ぼ
）

S
e
e
 also 

D
a
n
a
 M

o
o
n
 Dorsett, 

H
a
t
e
 S
p
e
e
c
h
 
D
e
b
a
t
e
 a

n
d
 F
r
e
e
 Expression, 

5
 S. 

C
A
L
.
 
lNTERDIS. L. J. 

259, 
2
6
3
-
6
4
 
(1997); 



ヘ
イ
ト
・
ス
ピ
ー
チ
の
害
悪
と
規
制
の
可
能
性
(
-
)

Strossen, s
u
p
r
a
 n
o
t
e
 6
,
 
at 5
1
8
-
1
9
.
 

(34)

拙
稿
「
表
現
の
自
由
保
障
に
お
け
る
内
容
中
立
性
原
則

(
C
o
n
t
e
n
t
N
e
u
t
r
a
l
i
t
y
 P
r
i
n
c
i
p
l
e
)

の
一
考
察
ー
—
'
ア
メ
リ
カ
の
判
例
・
学
説
を
素

材
と
し
て
ー
|
_
」
法
学
ジ
ャ
ー
ナ
ル
（
関
西
大
学
大
学
院
）
七
四
号
四
九
七
ー
五
0
二
、
五
二
四
頁
（
二

0
0
三
）
参
照
。

(35)

同
上
五

0
五
ー
五
0
七
頁
参
照
。
保
護
さ
れ
な
い
表
現
と
は
言
え
な
い
が
、
修
正
一
条
に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
た
通
常
の
表
現
と
同
等
の
保
護
を

受
け
な
い
「
価
値
の
低
い
表
現
」
と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー
が
存
在
す
る
こ
と
を
認
め
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
連
邦
最
高
裁
判
決
も
い
く
つ
か
見
ら
れ
る
。

同
上
五
一
三
頁
参
照
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
表
現
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
連
邦
最
高
裁
が
一
般
化
す
る
に
至
っ
て
い
る
と
ま
で
は
言
え
そ
う
に
な
い
。

同
上
五
一
三
ー
五
―
四
頁
、
岡
村
み
ち
る
「
表
現
の
自
由
に
お
け
る
『
価
値
の
低
い
言
論
理
論
』
（
二
）
」
法
研
論
集
（
早
稲
田
大
学
大
学
院
）
八

六
号
八
五
ー
八
六
頁
参
照
。

(36) 
S
e
e
 Sunstein, s
u
p
r
a
 n
o
t
e
 2
4
,
 
a
t
 8
2
5
.
 

1
0
三

（
一
三
六
九
）


